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離島の戦争遺跡・国境をめぐる国際交流から平和教育を考える
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１．研究目的並びに研究経過

本研究報告は、長崎大学、鹿児島大学、琉球大学の３つの教育学部による連携事業「新しい時

代の娑請に応える離島教育の革新」の「Ｗ|]教育」部会の共同研究の成果である。2005年度よ｛）

２年間行われた本研究では、「平和教育」について「戦争遺跡調査とその活用｣、「国境の島々か

らの平和榊築」という２つのテーマから研究をすすめてきた。

本研究を進める上で、問題設定として議論されたことは、離島教育として平和教育を考える意

味であった。今回の連携事業に参力|]した、長崎大・琉球大はその土地柄、平和教育の題材として、

「原子爆弾投下による被爆」「地上戦としてのｉ１Ｉ１継戦」が、両県の平和学習のみならず、全|玉|的

に修学旅行などでも学習されている。鹿児島には、「知覧特攻隊基地」を中心とした「ﾈ１１１風特別

攻撃隊」がある。これらの題材は、アジア・太平洋戦争を学習し、戦争とは何だったのかを考え

る｣芒ではいずれＭ<可欠なものである。しかし、３県（長崎県、鹿児島県、沖縄県）の離島には、

それらの題材では括りきれない「離島の戦争」が存在する。「離島の戦争」は、大規模な地上戦

闘がなかったにしろ、多くの島民、そこに配備されたfli隊に大きな被害をもたらした。しかし、

こｵしらの離島独自の題材を使った平和教育に関する研究は、実施されてこなかった。そのため、

2005年度は、離島や各県における小規模杖における1z和教育の実態と課題に関して調査・研究を

すすめた。その成果としてあげられたことは、①「離島の戦争」を子ども達が学び発信すること

の意義、②教師自身が「離島の戦争」について教材'111発をすすめることの重要性、)③多くの教I1ilj

がiiITn]できるデータベースの必要性であった。［橋本・l11Ll・全2006］

２年'三|には、この成果を受け、離島におけるiii上争遺跡調査を実施、その保存状態・iilill1状況を

把握しデータベース化し教育現場にもその成果を返すことが確認された。また、その中で教材|淵

発研究としてのシステムの構築研究を行うこととなった。具体的な調査地点には、沖細県では八

重山諸島、とりわけ与那国島・西表鳥の戦争適跡、長崎県では対馬の要塞遺跡群が対象となった。

鹿児島県奄美大鳥の要塞群についてもその候補となったが、諸事情によ')調査を実施することは

ｌ琉球大学教育学部、２長崎大学教育'ｻﾞ:部、３１jlZﾊﾞﾘ;&大'j:：教ｆｉ学iiM
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できなかった。

もう一つ、論議の中で'1)されたことが、「国際理解・国際交流」から考える平和教育の必要`性

であった。長崎県の五局・壱'1皮・対馬、沖縄県全域はそれぞれ国境に面した島蝋域である。国を

超えた交流の歴史は長く深いものがある。当然、その中には友好的な歴史もあれば、侵略と戦争

の歴史もある。これらの地域性、歴史'性をふまえ、国境地域である対馬、そして与那|玉|島が現在

どのような役割を大韓民国、台湾と果たしているのか、日本の平和構築にどう貢献できるのかを

検証することが、「離島から考える平和教育」として重要であるとの認識に立ち、研究をすすめ

ることとなった。鹿児島からも離島地域における国際理解・交流教育の実態と課題を挙げてもら

い、「新しい時代の要請」を探りつつ、離島における平和教育のあり方を検討してきた。その調

査・研究活動の成果と課題について報告する。

２．戦争遺跡“西表島船浮・対馬要塞跡,,の実態調査から見る教材の可能性
（１）問題設定

戦後60年を過ぎ、平和教育（ここでは、と|〕わけ近代'二１本が総験した15年戦争を題材として戦

争の実相・意味から平和を考える平和教育）には多くの課題が存在している。その一つは、これ

まで大事な視点としてすすめられてきた「戦争体験者」の声を中心とした学習方法が、体験者の

高齢化とともにＨ々|水|難となってきていることである。これまで、体験者よＩ)面接戦争体験を聞

き取I)、戦争の実州について深めていく学習方法は、平和教育の中で重要視されてきた。それは、

聞く者に戦場の光餓をリアルに想像させ、戦争の悲惨さを伝える力があったからである。また、

一人一人の人間の意識や命、身体に何が起こるのかということを考えることができる素材でも
あった。

沖縄においては、こｵしら体験者の語1)を記録する運動が市町村史を中心に進められた。これは、

体験の継承という課題とともに別の理由があった。沖縄戦は、住民を巻き込んだ激しく長い地上

戦のため、史賓料は１１米両嗣の記録のみであり、沖縄住民がどのように戦火を生き残ったのか、

どのような住民｛雛|:があったのかは、当時の資料から見ることはできない。そのため､住民にとっ

ての沖繩iiiltを1ﾘ}らかにするためには、戦争体験の記録は不可欠な作業であった。

沖細における平ｆⅡ教育は、沖縄戦研究・戦争体験の記録活動と一体となりながら教材化・学習

がすすめられており、現在に至るまで体験記録の作成（文字、音声、映像を含む）が行われ、教

材化なども実施されている。［和光小学校・和光鶴111小学校「沖繩に学ぶフォーラム2006」委員
会2006］

もう一つ重要な平和教育の素材が存在する。戦争遺跡（戦跡）である。近年、戦争遺跡は、調

査研究が進み多くの成果が発行されている。戦争遺跡は、その研究U１体である「戦争遺跡保存全

国ネットワーク」によれば､「｢近代'二|本の侵略戦争とその遂行過程で、戦闘や事件の力'1害・被害・

反戦抵抗に関わって国内国外で形成され、かつ現在に残された構造物・遺構や跡地のこと』であ
る」’とされている。

沖縄県においてii1l1繩戦学習は、その地止戦という特徴から戦場であった現場に立つことで戦場

の実朴|をつかむことができるとされ、ガマ（沖縄方言で鍾乳洞等の自然洞窟）の中に実際に入1）

当時の様子を確認する方法がとられてきた。戦場の追体験をする場として戦争過跡が活月]されて
きた。

しかしこれらの遺跡は開発の中でその多くが姿を消してきたのも事実である。沖縄戦研究者か
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らなる「沖縄戦を考える会」は、1977年より、戦争遺跡の保存を要請し、保存・活用に関する運

動をすすめてきた。その後、1990年に南風原'１１Jが町の文化財として、「南風原陸軍病院」を戦争

文化財として指定、保存活用に向けた調査も始まることとなった。1994年、「沖縄平和ネットワー

ク」が、平和ガイド．戦跡調査等をすすめる団体として立ち上がった。1997年には、全国組織で

ある「戦争遺跡保存全国ネットワーク」が、沖縄、広島、長崎、松代、日吉台など全国の戦跡保

存．活用をすすめる研究団体のネットワークとして結成された。［戦争遺跡保存全国ネットワー

ク2004］

一方、全国的な行政の動きとして、1995年に文化財指定基準改正が、広島原爆ドームの、国史

跡指定に伴い実施された。これにも多くの学会・市民団体等の要請活動があった。［十菱．菊池

2002］その後文化庁は、1996年より「近代遺跡の全国調査」を開始し、1998年の所在調査が終了、

それ以後は詳細調査が実施されている。その結果、各県市町村において、戦争遺跡を含む近代遺

跡．近代化遺産．建築物の文化財指定が進んでいる。［戦争遺跡保存全国ネットワーク2004］沖

縄県においては、ｉＩｌ,縄県立埋蔵文化財センターを'1｣心に「沖縄県戦争遺跡詳細調査」が実施され

た。戦跡考古学と言われる考古学をベースにした測量調査によって、その実態が正確に記録され

ることとなった。2006年３月までにその報告書が、「南部編」「中部編」「北部編」「本島周辺離島

及び那覇市編」「宮古諸島編」「八重山諸島編」と６冊発行されている。

このように、戦争遺跡を活用した平和教育の重要性は、研究成果の充実とともに高まっている

と言える。あの戦争をリアルに認識していくための“場”である戦争遺跡は、戦争体験者の声と

ともに、保存・活用すべき重要な素材である。しかし、戦争遺跡が“場”としてさえあれば、そ

れで平和教育が行えるのかと言えば必ずしもそうとは言えない｡戦争遺跡の実態の正確な把握(位

置、規模等の実測データ等)、日米双方の軍史料等の検証、住民体験記録との照合が不可欠であ

る｡そうすることで､｢戦争遺跡をどう位置づけるのか」「具体的戦争遺跡から見える戦争の実相」

が明らかになり、子どもたちとの学び方も明確になるはずである。

報告では、八重山諸島西表島の船浮要塞を取り上げる。船浮要塞は、地上戦闘がなかった八重

山の中でも早期に要塞建設が実施され、多くの住民が徴用され、住民と軍隊の関係を見ることが

できること、現在においても多くの遺構等が残っておりその全体像を明らかにすることができる

こと、国境に接する地域であり輸送路としても重要な地点であったことなどからである。また、

比較対象として、長崎県対馬の要塞をあげる。こちらも同様に国境に接する地域であ')、多くの

要塞が日清・日露戦争時から建設され、１５年戦争時にも新たに建設・強化されてお')、船浮よ}〕

も長年、「国防の要所」とされてきた。そのため、対馬の位置づけならびに戦争遺跡の実態を正

確につかむことは、船浮要塞の位置づけを考えるだけでなく、対馬の平和教育を考える素材とし

ても活用できるものと捉え、調査を実施することとした。

（２）西表島船浮要塞遺跡に関わる先行研究と戦争遺跡に関する研究課題

今回の研究の土台には、大きく三つの先行研究が挙げられる。一つ目は、城間良昭・↑''１繩県教

職員組合八重山支部西表連合分会（以下西表連合分会と略）社会科分科会による西表の戦争の掘

り起こしと教材化である。二つ'二|は、竹富町史による住民体験記録及び鉄田義司日記の発行であ

る。三つ目が、沖純県立埋蔵文化財センターによるiIlI縄県戦争遺跡詳細分布調査報告である。そ

れぞれの成果は以下のようなものである。

一つ目の城間良昭は、1983年よ}〕1988年まで西表島の小学校に勤務した。1984年～1987年の４
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年''１１、西表連合分会において「地域教材をどう位置づけ実践したか－西表島の戦争一」として共

同研究をすすめている。この実践の成果は、歴史教育者協議会機関誌「歴史地理教育」ＮＣ408号

（1987）に掲載され、最終的には「田港朝Ⅲ編「平和教育実践選書４沖縄戦と核基地』桐書房

1990」に授業書としてまとめられた。城llllらが指摘しているように、「これまで「沖縄戦」とい

うと、すぐ１１１１縄本島・中南部の激烈な地_上戦闘が主に語られるばかりで、八重'１１、その｢|】でも西

衣｣;&の戦争の事が、歴史の表で語られる事はほとんどなかった肥のである｡それは平和教育の

場でも同様であった。

二つI|の竹富町史の戦争体験記録は第十二巻盗料編として1996年に発行された。本巻は、住民

体験記録を掲載するだけでなく、全町悉呰の「iiit災実態調査」を実施、集落ごとの被害状況や日

本軍による土地・家畜等の供出|Ｍ１についてもiillWfしまとめている。竹富町における沖縄iiiliの特

徴（砲弾・爆弾・銃弾などに当たって死ぬのではなく、マラリアによっての死亡が多いこと）を

具体的につかむことができる資料となっており、「|ﾐ民体験記録から船浮要塞など日本軍と住民の

関係や徴用、動員などの実例を把握することができるものとなっていることが大きな成果である。

「鉄[１１義司日記」は、前述した城間氏が鉄IH氏との出会いから入手し紹介した］ものを、「竹富ｌｌＵ

史盗料集①|鉄田義司日記一船浮要塞重砲兵連隊の軌跡一」（以下、鉄田日記と略）として2000年

に発行した。住民体験記録だけでは見えない要躯の実相を語る資料として欠かせない浅科である。

三つ'二|の沖縄県戦争遺跡詳細分布調査報告は、」乏記の三つの部分をより実証的に検証する作業

となった。城間らの調査の中でも内離島の砲台跡の調査等実施されてはきた。筆者も西表島勤務イ

の際にも、現地を調査する機会を得ていたが、要塞全体を網羅した専門的調査を実施することは

できなかった。全県的に実施されたこの調査で、可能なＭ)測量が実施され、実測図が作成され

たことは、要塞の規模や目的、機能を科学的に把握する上で大きな成果をもたらした。それだけ

でなく、［伊波・山本2006］では、綱llliillll杏において発見した遺跡について、「鉄田'三|記｣、「竹富
町史」との整合性を検証する研究をすすめている。

このような成果を受け、引き続き研究をすすめることが求められているが、この点について[伊

波・Ｉ[1本2006］は、今後の調査研究の方向性を「今'111の分布調査では、船浮要塞司令部跡や外離

島北Ｉ１１ｌに櫛築したとされる兵舎跡など、「鉄Ⅲ三|記」等で記載されていた施設を確認することが

できなかった。（中略）さらに今回で確認した戦争遺跡をより詳細な調査を行うことも、船浮要

塞の実態を明確にしていく上で当然ながら必要な作業となる」３としている。さらに「船浮要塞

についての考察方法では、確認した戦争遺跡を地域の文献資料から主に考察していく事に重きを

置いたため、船浮要塞と同時期に構築された臨時要塞施設（沖縄本島中城湾要塞等）との比較や、

大正期に本格的に整備された要塞施設〔奄美入島瀬)j内町に建設された奄美大島要塞（図版13)、

'１､笠Ijj(洲舟父島に建設された父島要蕊等〕との比較など、船浮要塞が|日日本軍、あるいは太平洋

戦争においてどのような位置づけであったのかを人同'''9に考察する視点が欠けていた事は、兼者

の反劣材料とlril時に今後の課題としたい」(iと述べ、Ｉ]本全国の要塞の比較検討の''1で船浮要塞

の位澗づけを検討することの必要性も指摘している。柑摘を踏まえ、調査研究の課題を以下のよ
うに雛理した。

①リ|き続き遺跡・遺構の実態調査を続けることで、船浮要塞の個々の施設の現状を明らかにす
ること

②「鉄|Ⅲ]記」ならびに「鉄田日記解説｣、「ｲi｣i｢(島方I｢i陸海軍作戦」など、戦史史資料の不確
実な点がある。これらについて、戦史研究のｍから史盗科の整理を行い、戦争遺跡との照合を

４



より確かなものにすること

③船浮娑躯の位粧づけについて、婆塞建築のlijiからの特徴、地jj1l1的年代'19位置の特徴など、考

717．建築．軍事史それぞれの研究成果をふまえlﾘ|らかにすること

④船浮要塞の存在が、一人一人の住民・兵隊・il噸にとってどのような意味を持っていたのか

を、住1ｔ体験記録．証言など一人一人の体験をｌＩｗＬ､にしながら、訓練、徴兵、徴｝'１や供出、ひ

いては人の生死から明らかにすること

⑤こｵしらのことから、平和教育への活)１１の方向性、「離島における沖繩戦の特徴」を具体的な

“場”で紫ぶための教材・素材を開発すること

本報告では、以_'二の視点に立ち、まず①について［伊波．|｣|本2006］の成果を確認し実地調査

を実施し、②の「鉄'''１]記」の分析を実施しそこから'1｢度船浮要塞の経過について蝋!'しした。③

について対馬をと|)あげ現地訓盗を実施し、合わせて①の視点である体験記録についても文献収

集、現地での聞き取り,iil査を実施した。その上で、教材化の可能性、とりわけ戦争遺跡データベー

スの作成の可能性について述べる。

２．１戦争遺跡“西表島船浮要塞遺跡群，，の実態調査

（１）新たに確認した船浮要鑛関連遺跡群

今回のｉｉｉ森において、［伊波・’'１本20061のデータに新たに付け力Ⅱえることができたのは、以

下の３カ所であった。

①サバlllilf砲台跡（|ｘｌｌ－１⑬の位置）

灘
、

/iii>』
－

年蕊■■■壷皀弗■P回国■－．
－－

|／ ,鑿謬、
（写真１：サバ崎砲台跡）（写真２：砲台跡より外離島を望む｡）

サバllliifは、船浮喪籠配備においては、要躯建設時には第４lx、サバ崎:;〕全備隊が配備され、３８式

』!↑砲が２１'']設置さｵしたとあり、その内の一つであると考えられる。場所は、サバll1itfの雌北端に位

置し、谷を登|)切った地点にコンクリートで,構築された砲台が建築されていた。現在は、アグン

に覆われて詳細なi11llltをすることができなかった。

砲台にあがるまでには、．のｆｆ:型の；蝿i〔1,|iらしきイi稚みや砲台l11ili;に至る道も残っている。

②サバllMj兵舎跡（|Ixll￣ｌ⑭の位置）

サバ崎砲台に至る谷を降りた少し平らな場所に兵奔跡と考えらｵしるコンクリートの韮礎を見つ

けることができた。

サバ,,Mj:守備隊のiw[,i)lliのものとも想定されるが、［|ﾘﾄ波・山本2()()6］が指摘している兵舎からは

小さくはあるが谷を－つ越えた｣i坊所にあるため、，ＴＩ－)li(u殻とは考えにくい。そのため、！､〕笘備隊撒

「－
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退後の特別警備隊による構築物であるのか、ｉ'１(iﾉﾉとも守備隊のものかなど、今後より詳細なi洲査

が必､要になるとﾉﾑ(われる。

③lllif山監視所（Ｉｘｌｌ－２⑳の位iift）

妓後が、崎山の監悦)ﾘ了（望楼）である。この施設は海軍の施設で崎山、網11Yに空襲警報を,'|}す

役割Ｍとたしていた。空襲によって破壊されたと性比体験記録には出てくる。｜｣l頂と－つ~|､篝の段

と''１'j刀にコンクリートの雄礎がIili:認できる。

(写真３：山頂付近の基礎部分） (写真４：－段下のコンクリート基礎）

■￣■￣●。一一一一一一

蝋》』一一一 一一 一》

（写真５：崎山の監視所を望む｡

真ん中の山の頂上に監視所はある）

(2)iiilt史研究、「鉄''''1記｜に)Lる船浮

(写真６：サバ崎兵舎跡）

（２）戦史研究、｜鉄''''1記」に)Lる船浮要塞の変避

船浮饗塞の建設に竃る経過を「i1lWMU方面陸iltｲﾉ'二戦｜は、「|櫛1几i,譜島方面防Iilliの１１]末（t:i1）Ｉﾘ｣治

以後のilj:事について記述する」７の''１で、「大lli八年ころから、イ州の際は北海道、台湾、南i)W諸

島に臨時要塞を建設することとな')、大正十一年度から中城湾（沖縄本島)、狩俣（宮古島)、船

浮（Ｗ表烏）の臨時典請建設計illliなどが作成さｵした。しかし、ワシントン条約廃棄後もこれらの

施設は端工されず、ようやく開iiilblli(1)iの昭和-1-/《ｲ'2（一九l1Ll‐イ|{）七川こ'１１城湾及び船浮のIIiM時

要塞建設命令が発せられ、八)｣に諮兀し十｣L}に］:!'$を終了した。’|'城臨時要塞及び船浮臨時要塞

には十六年九月要塞iｌ令部、要塞WrIiZ兵連隊、｜鞭jilf1Iii院などのimii成が下令された配備につくこと
になった」斜と述べている。

船浮要塞は地理的位満ならびに港湾としての週｣'２から、I1iM時班塞建設計ilI1iの候補となったと考

えられる。建設前に、陸軍兵器本廠の作成した「'１１M和11年度要鑑所要（増力１１１)Ｗｉ）兵器整備計illli

二関スル報告」によれば、「父島、奄美大島が婆鑛所要兵器、ｌ１ｊＸ岸、宗谷、察剛、中城湾、船浮、

６



(1)祖納砲台跡２５０００
’・P

l1i篝;，
(⑨■ 9砲□函

〈や.－ｓ一

k－－、

口枳，3０

、

〃

豆

露

【図１：船浮要塞関連遺跡の分布地図(1)】

高雄が、臨時要塞所要兵器、東京湾、Ⅱ]良、魁予、１，Ｍ、佐1吐保、対馬、腫崎、壱岐、舞鶴、津

Ｉ経、永興湾、鎮海湾、旅順、基隆、膨湖烏が要塞増力Ⅱ配属兵器」!`とランクを分け、配備計画し

たい大砲等の種類や砲弾の量、各地までの)ﾘT要日数を報告している。ちなみにこの計IITでは、船

浮臨時要塞の配備計iljiは以下のようになっている。

／



０

醤

ⅡＭ〔白,四

【図２：船浮要塞関連遺跡の分布地図(2)】
※国土地理院25000分の1地形|叉｜「船浦」（平成17ｲlillI11「1）及び「ウビライi」（1A成17年10)］１日）を沁に#１V<荷が作成した。
※［伊波・山本2006］の分布図の位置に、今ｌＬＩ１のjlAI蒜においてlⅢらかになった地ＪＩＬを付け加えた。船浮蛆端以外は、住民避難壕は
割愛し、新たに搬号･をふI)IfLしたため、［伊波・ＩｌＩ本20(Xj］とは番号は異なる。

「西表島祖納…斬加式十二速加『四』一八トン

外離島…斬加式九速加「四」一八トン

内離島成屋…四一山砲『四」一八立方米

臨時高射砲に』二八立方米

西表島サバ崎…三八野砲『四」五六立方米

内離島成屋…要塞防御用爆薬三トン

西表島祖納…○○○電燈四七立方米ＩｌＵｌ１

実|祭の建設では、これだけの大砲が配Iiiliされることはなかったが、砲台の設置場所などの基本的

性格はすでにできあがっていたことが伺える。

船浮要塞は、1941年のアジア・太平洋戦争への拡大のプロセスにおける陸軍の作戦の中に位置

づけることができるであろう。要塞建築の点からも、それらの地域の遺跡と合わせて見ていくこ

とが重要になると考えられる。

要塞建設は、住民から土地を接収し実施されてお|)、それは強制的に行われた。「旧日本軍接

収地調査報告書」によれば、「施設の建設は陸軍省築城部本部船浮臨時支部長陸軍大尉安田喜市

が昭和16年５月頃軍部の機密保持の観点から、村当局や地主への事前通告もなく、軍事機密や各

種施設建設の資材を満載した軍用船を{''１良港に入港させ、九三興業及び東洋産業（炭坑）のダン

ベー船を利用し成屋、外離、サバ崎、祖納の各地域に機器を陸揚（地元住民を動員）し、ただち

に要塞の建設を開始し、監視兵を配備地元住民の立入を禁じ、軍と村の関係職員が台帳と図面を

照合した後、関係者を西表国民学校に集め安田支部長から買収について要旨説明が行われた」’2．

最後に「鉄田日記」について概観し、配備状況について整理する。これは、船浮要塞重砲兵連

隊第一中隊少尉の日記である。彼の終戦を迎え復員するまでの４年あまりの期|M1を記述し、「船

浮要塞重砲兵連隊での軍隊生活の様子や、軍務等を記してあり、それは個人のレベルを超え、極

めて資料的価値を持ち、社会`性、公益性に富んでいて「八璽山戦」の－断面を浮き彫|)にしてく

れる。（中略）この種の資料は数年を経て、過去の体験等を振Ｉ)返って書く「回想録』や「回顧

録』とは異なI)、“同時代”の“現在，，を記しているため、事象の信魑性は高く、事実誤認が少

ない、ということに価値を見い出すことができよう」１３と解説では、その性質と価値を認めてい

る。また、鉄田自身が撮影した写真も存在し、当時の配備状況や陣地の様子を散見できる。

日記より、配備状況を整理すると以下のような節１１があることがわかる。（表１－１参照）

８



①初期配備時期（1941.10～194210）

②編成替えし外離島への集｢|]期（1942.10～1944.9）

③小野隊を残し石垣島へ移動（1944.9～敗戦）

，①の時期は、要塞建設が開始され、鏡初に配(iiliが行われた時の部隊配備の状態である。②の新

編成の実施は、以下のような内容であった。

・祖納地区第二'1｣隊は、外離島北ｆｌ２に|Ｈｉｌｌ地兵舎共に移動

・サバ'１１奇地区サバ崎守備隊は、外離島南岸に陣地兵舎共に移動

・祖納地区の探照灯は外離島に移動

.「１１隊規模を235人から105人に削減

・高射砲の移動

③の時期は、石垣島に駐屯した独立混成第45旅団の作戦計１町に伴う変更である。以後、偽陣地

構築、偽装の作業を兵隊は行うことになるが、この時期に「勤労奉仕隊」が作業をしに来る様子

が日記に登場する。この一連の作業には住民も関わっているものと思われる。

今lnlの調査において［山本・伊波2006］の成果を受け、再度現地調査と史資料との照合によ})、

船浮要塞の実態に近づくことができた。しかし、今回住民の体験記録との照合ができなかった。

この点を付け加えることによ')、よ')船浮要塞の全貌をより具体的に明らかにすることができる

ものと考えている。

２．２長崎県対馬における戦争遺跡の現状

（１）対馬の地理的重要性

対馬は、朝鮮半島との距離がわずか49.5kmという地理的特性のため、古代から朝鮮半島・大陸

との往来が盛んである。それは、友好的な交流ばかりではなく、時に、攻撃的な意図を持った侵

入が相互に行われることもあった。１１－１でも、１２７４（文永１１）年の蒙古襲来は、その恐怖とともに、

現在でも人々に語り伝えられているほどである。

このような「国境の島」としての対馬の重要`性は、近代国家として欧米列批の束アジアへの進

出に対抗すべ<、富国強兵を重点的に推し進めた|ﾘ]治になると、ますます高まることになる。す

なわち、朝鮮半島からの近さに加えて、日本海と東シナ海とを結ぶ位置にあるという戦略上の重

要性が強く認識されるようになったからである。そのため、｜ﾘ]論'|]期から第２次ｕ界大戦の時期

に、３期にわたって、対馬には多数の砲台が建設された。

当初、1872（明治５）年に軍隊が駐屯して以来、｜ﾘj治１０年代木までの対馬防衛は、対馬が外|到

軍の本土侵攻の足がかI)とならないように、対I15そのものを防Iiiliするものにすぎなかったと考え

られる。しかし、1885（明治18）イ|苞の英'三l軍艦による匠文鳥｢'i領、対馬海峡へのロシア進出の動

き等によって、「海llI共地域を制する|]本艦隊の前進根拠地としての新たな重要性が高まる」’１に

至った。そこで、大日本帝国艦隊の前進根拠地として最重要拠点となる浅茅湾を防護するための

砲台が建設された（第１期)。この時期に造られた砲台は、温江、大石浦、芋崎、大平の４カ所

である。

さらに、１８９５（Ｉｌｌ治28）年、日清戦争が[１本の勝利で終結すると、浅茅湾の重要性がますます

高まったことなどから、翌1896（|ﾘ)治29）年、竹救に海軍要港部が設置され、また、１８９７（lﾘ}治

30）年には、陸軍対馬警備司令部が厳原から難知に移転、さらに、１９００（明治33）年には、対馬

９



【表１：「鉄田日記」に見る船浮要塞部隊配備の変遷】

※「銑llllliid」よりllIiIが作成｢，

要塞砲兵隊も難ｸil]に移るなど、軍の再編成が実施される。さらに同年、万関連河が開削されて、

浅茅湾と対馬東水道とがつながった。このような状況の中で、浅茅湾周辺に13の砲台が建設され

たのである（第２期)。すなわち、１１１十八谷、大平（高)、城１１１、城|I｣附属、上見坂、根緒、根緒

附属、姫神、折瀬、大'11,郷'１１、多功''１奇、樫岳がそれである。

その後、１９０５（}ﾘ｣治38）年に１１露戦争が終わ')、ロシアから関東州や南満州鉄道の権益を譲り

受けるなどし、さらに、1910（1ﾘ]治43）年に韓国を併合した日本にとって、大陸への交通路を確

保することが最重要課題となる。それに伴い、対馬の戦略｣1の位置づけも、「浅茅湾防護よ')も、

北の鎮海要塞、南の壱'１皮要塞とともにその最ilijlilllとして海峡全域を要塞火砲の制圧下におく|=|的

のもの」１５へと変化した。それに伴い、大正からⅡH和初期にかけて、１０の砲台が建設された（第

３期)。竜崎第一、豊、竜崎第二巾|〔崎、海栗烏、御崎、大|崎111，四泊、竹崎、豆殴崎、の各砲
台がそれにあたる。

1０

年月日 部隊編成 装備

1941（Sl6）年

lOIjl3n

l区（内離島）婆ｼi鷺Til令部

要塞JF;砲兵連隊本部

船浮陸噸病院

六yI:要塞歩兵|獣

向卯l他隊

２１Ｘ：（|Ⅱ､納）要塞五砲兵第２'1』隊（北村隊）

３１ （ (外離島）要飛〃 砲兵第１中隊（'1,野隊）

高射砲（機桃ｲ〈lﾘj）

'38式野砲×４１１１１
探照灯×１

斬加式12珊jｌ加砲×２門

４Ｋ（サバ崎）サバllMi守備隊（小野隊配下） ’38式野砲×２門
1942（Sl7）年

９１ｊ７ｎ

六７[要塞歩兵隊↑虹ｉ解IiiIi

(入水`i;↑陸軍命令679号に基づく）

lｏｌｊ７ｎ |大綱成粋えを実施、変災後は以一卜の巡り

（内離局）要塞砲兵連隊本部
'0１１１１，‐

(動１１１１＃期）
(外離島）第１｢l-I隊（'1,野隊）迷1１１１１

'1｣洲

2台 斬加式12珊速加砲×２門

､f「３８式野砲ｘ２１ｊ１］

(外雌烏）第２''－１隊（北村隊）白W}|砲台

※ｉ爾射砲は撤去ざれこの後なし

38式野砲×

探照灯×１

４

１J

門

194`I（Sl9）年

１１１５日

特設騨備隊船浮要塞iiI令部隷1,.になる

(大本営陸軍命令9ﾙIﾄﾅに雄づく）

部隊名209,210,226,227

各中隊

〕11221-11船浮要塞司令部、Ｉ[砲兵連隊、陸1[ｿiii院は新設第32jlfの
指抑1,に入る

(大本'i;i･陸軍命令973》）に催づく）

５１１１５１］ 型 躯I「 砲兵連隊「承砲兵第ﾉ(連隊」に改称

６１ｊｌｎ
剛
巡
批
一

浮要塞司令部は復11解消。船浮陸jli:｜Iji院、重砲兵鏑八

隊、特設響Iilii隊は独立iili成1ﾉﾘ化凡旅ＩＪＩの指揮下（ｲ'1ｲ「
！;lj）に入る

９）ｊ２Ｈ｜石｣j[,I;8移動のため部隊W「編成

９）ｊ８１１

(外離島）第一'１]隊隊長'｣､野大尉

(ｲｉｈｊ島）第二'1]隊隊長鉄'１１｢'二'尉

(ｲ｢｣Ｗ&）第二'1ｺ隊隊長安岡'|]ｌＭｉｌ

第、１１隊、第三中隊ｲi麺島へ移動

斬加式１２珊速力Ⅱ砲×２門

38式野砲x31II］

38式野砲×３１M］

探照灯×１ﾑﾋ

(３門rl1211IIは第一中隊よ})、

1門は第二１１｣隊よi)）



そして、第２次大戦の敗戦の結果、米軍の指示によ')、対馬の砲台は、１９４５（昭和20）年１０月

には、すべて武装解除された。

（２）本調査の目的

上述したように、対馬の砲台は、３期にわたって、建築整備されてきた。本調査は、そのうち、

第３期に建築された砲台群を中心に実施した。その理'二l]としては、第一に、平和教育に資するた

めの教材開発が目的であることがあげられる。現在の児童・生徒にとって、もっとも身近なもの

として追体験が可能といえるのは、先の大戦であろうｃ戦後60年以上が経過した現在において、

直接体験した話を聞けるのは、もはや先の大戦以外、ほとんど不可能である。宅地の開発等で当

時とは状況が大きく変わっていたとしても、話を聞き、想像力を働かせることによって、当時を

思い描くことができるのは、何かしら手がかりがかろうじて残っている可能性が高い第３期が、

限界ではないだろうか。

第２の理由として、その教育的な必要性にも関わらず、第３期についての先行研究がとくに乏

しいように見受けられるからである。小松津代志氏の「対馬のこころ』には、日露戦争に関連し

た戦跡が広くとりあげられているが、対馬沖海戦１００周年の記念誌という性格から、第３期の砲

台については、ほとんど扱われていない。また、大山甫氏「対馬近代防衛史小考」や御手洗康永

氏「対馬要塞司令部小史」などには、砲台の建設経緯等については詳しいものの、その現状につ

いては、ほとんど触れられていない。一方、対馬の戦跡の現状については、長崎県教育委員会『長

崎県の近代化遺産一長崎県近代化遺産総合調査報告書一ｊが、調査結果をまとめている１６゜この

報告書によって、全３期にわたっての砲台の現状を概観することができるが、第３期については、

５カ所を扱うにとどまっている。

以上の理由から、第３期の砲台について、現時点での状Ｉｌｉｌを確認することは、特に平和教育と

いう視点からも、重要な意義があると考える。全３期の砲台の中でも、第３期は比較的新しいた

め、他の２期のものに比べて、保存状態もよいことが期待できるのではないか、という点も、付

加的な理由といえよう。

昭和16年末砲食毎回１１況

（３）対馬の第３期砲台の現状

第３期に造られた砲台は、野砲も含めると、南・北・「ＩＩ

部にわたって、次の合計13砲台である肥'２－１１?参照】。

ただし、竜崎は、時期を前後して２砲台が建設されたが、

便宜上、１カ所にまとめることとする。

iikii』|;:；

これらのうち、①棹崎、③豊、⑦郷崎、⑩)豆般崎、⑪竜ｌｌ１ｉｉ

第１、の５砲台については、前述した長''1iii県教育委員会の

調査報告書'に現Dil写真とともに記述されているため、寵

１
．
Ｊ

【図３：対馬要塞第３期砲台分布図】

、

部北

①悼崎砲台、②海栗島砲台、③蝋砲台、

④西ilLl（殿lIIif）砲台、⑤臼崎砲台

中部 ⑥小松Ilili砲台、⑦郷崎砲台、③竹11'奇砲台、

⑨折瀬ケ弊砲台

南部 ⑩)豆殴崎砲台、⑪)竜崎第１、第２砲台、

⑫大崎１１１砲台



複する部分もあるが、ご容赦願いたい。

なお、調査期ｌ１ｌｌが限られていたこともあり、今|Ⅱ|、確認できなかったものも少なくない。

北部

①棹lllif砲台

１５センチカノン砲４門が配備ざｵし、第３L|』隊約15()名が駐屯した:!;。現在は、棹''１奇公園として整

備さ化砲座跡を利)1Ｉした芸術作,lhi,などが置かれ、人々の憩いの場となっているが、観測所や施

設のイiIlI等、広い範|Ⅱ|にわたって迦榊を確認することができる。

太平洋戦争当時、対)J;各地（五根緒〉悼崎->雛ｸiII）に駐屯した糸瀬博氏によれば、沖総が米軍

の勢力下に入った1945年６月以降は、米軍機が３～５機編隊で、／'二前10時頃ⅢlIlll奇_上空を通過す

ることが多くなったという。そして、それは、爺111が空襲によって壊滅状態になるまで続き、そ

の後は、対馬も米11ｔ機から攻撃を受けるようになった。標的となったのは、まず、船舶、次いで、

いくつかの港、そして、砲台であＩ)、悼崎砲台も、海栗島砲台とともに、空襲を受けている。

⑤■

悼崎砲台hi【困掴闘砺 －
卜

■ＩＪｉ

－－－■ｐ－－－

ｎＱ刃曲■,先

甲

llliiiiiiiiiiii1i蕊Ｉ
建ち=＝￣－－－－

１
１

Ⅲ
一一

■＝二三的

鐘蕊鐵竺②

写真７：観測所の中から海|峡を望む写真８：棹崎砲台跡の全体図

②海栗島砲台

１５センチカノン砲'1門が配備され、第２｢|]隊の主ﾉj約150粕が駐屯した。」ﾘ,L在は、海上｢|衛隊

のレーダーサイトとなっているため、立ち入ることはできないが、手前の韓隣|腱望所からその位

置を確認することができる。

③豊砲台

４０センチカノンlhl2｢''１がi1lMliさｵし、第111:'隊:ii力約2MYiが１１t};屯した。４()センチは、÷１１時とし

ては、.Ⅱ〔洋一の大きさを誇るIitllillであった。そｵしにもかかわらず、砦砲台は政i桃まで敵に発1'１Lさ

れず、空襲を受けることもなかったため、実戦で発射されることはなかった。現在、台座．地下

室．兵奔などの砲台施設が保存鑿Iilliされてお|)、ルi時の状乃dをもっともよくｸiⅡることができる施

設となっている。

また、前述した糸i1lii氏によれば、ｌｒｊｉ腿山の]r〔上付近に、戦mjll柵|i所があり、そこから命令が発

せられていたということである。’'１曇！』腿11｣の麓には、兵舎があI)、隊長の命令があれば、頂_上の指

揮所まで、わずか５分で登らなければならなかったという≦

④ＴＷＩ（殿崎）砲台

15センチカノン砲２１'[1が配備され、第２中隊の－＃|j約80名が駐屯した。現状は未確認であるが、

現在は、１１本海海戦記念碑や'二1露慰鑑の碑が立つなど、日露友好の丘となっている。

１２

|蕊|’
棹酋砲台位爾緬■■

鋼完壼額蓉ロムj●～■･－－



享真９ 力 ｂ

蝿⑰

ト鱗

■出

､螂蝋“Ｌ…篭彙.Ｌ

TＩＵ」

劇』いiｌｌｈｆｗ

写真１２：高麗山戦闘指揮所が写真１１：豊砲台跡の入口付近
あった場所

【図４：海栗島。豊砲台周辺遺跡分布図】
※国土地理院25000分の１地形閃「泉」（1A成l8ilZ91］１１１）を元に繁稀が作成。
※写真については、繁稀iilllili÷（2006ｲ１２１２１１）時にlMiM'。

また、その手前の、薮の中を分け入った先にある小高い丘の上に、観測所跡と思われる遺構が

残っておＩﾂ、現在は「電波塔」の土台として利用されている。

⑤臼崎砲台

野砲２門が配備され、第１中隊の一部約60`|z,が駐屯した。現状は未確認である｡

中部

⑥小松崎砲台

野砲４門が配備され、第５中隊約80名が駐屯した。現状は、未確認である。

⑦郷崎砲台

15センチカノン砲４門が配備され、第４中隊約150名が駐屯した。現状は未確認であるが、手

前の郷山に置かれた第２大隊本部約30名を合わせた1駐屯地の跡が残っている。ただし、一部は自
衛隊の敷地内となっているようである。
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ｒ
－
１

Ｆ▼Ｆ▼

(左上部が「電波塔｣）

【図５：西泊（殿崎）
※１１５１土地理院250()()分の１１m形Ｍ「佐須奈」（;ﾄﾞ成18<Iil))ｊｌｌｌ）
※写真については、縦締JWi；（2006年12月）時にIllli蝿

砲台周辺遺跡分布図】
を元に飛片が作成．

饗

写真１６：施設の石垣が－部残る

[図６：郷崎砲台周辺遺跡分布図】
※1KIL地理院25()()()分のｌ｣ｌＭｼﾞｌｚｌ「阿連」（､|且成18ｲ|{l()１１１１１）をﾉ､に樅荷が作成，
窯写真についてIJL、Ｗ'f,ｉｌｌｆ府（2()06ｲIHl2)j）１ＷにljlliM;．
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写真１８：弾薬庫入口

【図７：豆般砲台周辺遺跡分布図】
※国土地理院25000分の1地形|蝿｜豆殿」（平成18年ｌＯｊ１１１１）を元に縦者が作成。
※?）:JILについては、蕊者調査（2006年3)])時にI1liljlｼﾞ｡

、

【図８：竜ノ崎砲台周辺遺跡分布図】
※凶土地f1I1院25000分の1地形図「巫般」（平成18年ｌＯｌｊｌト|）を元に飛者が作成。
※写真については、縦考調査（2006年３１－１）時に搬彩。

かなり大規模な施設だったようで、そのままの形で存在しているいくつかの鳥居が、往時を偲

ばせるが、施設の遺構については、残念ながら、崩れた柱や壁の跡がいくつか残っている程度で

ある。現在では、潮の流れのために、ゴミや漂流物が海岸に|次きだまっており、荒れたままの状

態で放置されている。

③竹崎砲台

１５センチカノン砲２１ﾖﾘが配備され、第６中隊主力約80名が駐屯した。現状は未確認である。
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⑨折瀬ヶ鼻砲台

野砲２門が配備され、第６中隊の一部約50名が駐屯した。現状は未確認である。

南部

⑩豆酸崎砲台

15センチカノン砲４門が配備され、第８中隊約150名が駐屯した。現在は、豆酸崎の灯台を中

心とした自然公園の中にあり、探照灯倉庫及び弾薬庫の一部が残っている。

⑪竜崎第１、第２砲台

３０センチカノン砲が２門ずつ、合わせて４門が配備され、第７中隊約250名が駐屯した。現在

は、砲台跡が一門だけ残っているが、それも薮の中に埋もれており、早急な保存整備が望まれる

ところであるc

⑫大崎山砲台

15センチカノン砲２門が配備され、第９中隊約80名が駐屯した。現状は、未確認である。

（４）今後の課題

本調査により確認できたのは、第３期に建設された砲台12カ所（竜崎第１、第２を１カ所と数

える）のうち、保存整備されている砲台が、豊と棹崎の２カ所のみであり、未整備のまま放置さ

れている砲台が竜崎１カ所である。その他、砲台は未確認であるが、何らかの関連した施設の遺

構が残っている砲台が、西泊・郷崎・豆般'１１奇の３カ所であり、残りの６カ所は未確認である。

したがって、まずこの未確認の砲台について、現状を確認することが必要であろう。ただし、

海栗島については、自衛隊基地となっているため、現時点では不可能である。

さらに、対馬における戦時下の生活について、とくに銃後のそれがどのようなものであったの

か、について、明らかにする必要があろうｃ残念ながら、その要求を満たすような文献はほとん

ど存在せず、そのためには、戦争体験者からの聴き取り調査を行わなければならない。それも、

できるかぎり早い時期に行う必要がある。そのような調査を実施する中で、「国境の島」である

が故の特異性が自ずから見えてくることが期待される。それが、現在の国際交流を勧めるうえで

も、何らかの示唆を与え、国|祭理解を育むうえでも、大いに役立つのではないであろうか。

過去の戦争を学ぶことが、現在、そして未来へ|可けた国際交流につながっている、そのような

教育の可能性を、国境の島だからこそ構想できると考える。

２．３戦争遺跡データベース化と教材の可能性

（１）はじめに

戦争遺跡の教材化を意図したデータベース化において、重要視した点は、①できるだけ正確な

位置で現状を確認すること、②遺跡の規模・構造などの2006年時における現況を性格に記録する

こと、③文献や証言による遺跡の持つ意味や歴史性．そこでの事実を整理することであった。社
会科の授業にせよ、総合学習にせよ、教師と子どもたちが戦争遺跡を実際に訪れ、戦争時の追体
験をするためには、①は欠かせないデータであり教師自身が教材研究する上でももっとも基礎的

なデータとなるものである。②については、基本的な戦争遺跡の調査後、必ずしも文化財指定ざ
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れ保存公|;Mされているわけではないため、iIiMblLを記録しておくことが、その後調査に入る上でも、

学習において活Ⅲ]をすすめる上でも重要であろうと`Ｗつれる。最後に遺跡の持つ意味．そこでＩｉｌ

が起こったのかを子どもたちと考え合うためにも、そこでの住民・兵士の体験記録、「]米の戦史

(i)｢先など、③のデータベースが必要となる。前述した城|冊]実践2('はその必要性をまさに指摘した

ものであった。

本研究では、前述した国土地理院へのマッピングデータと、「ケータイ。eマッピング」という

システムを活１Ｍしたデータベース構築のⅡI能性を追求した。「ケータイｄｅマッピング」はＷｅｂ

上に腱開するＧＩＳ（Geographiclnfbrmatiol]Ｓｙｓｔｅｍ、地理情報システム）ソフトである。その内容

は:i'１称とおり、「ケータイ」による｜マッピング」ソフトで，電子地図上にケータイからのデー

タ（i1Ili像，テキスト情報，斉声li1j報等）をデータベースにしておき、必要なときにＷＣｂ上のサー

バから必要な情報を参照するものである。この「ケータイ。cマッピング」は表２のような|｝'１発

過稚を経て、現在に至っている。

[表２：「ケータイｄｅマッピング」ソフトの開発過程】

開発に関わった機関開発環境と動作環境開発時期と完成日

長崎大学教育学部

縦蝋|職職j’Active-Xを想定

株式会社リョーイン

webgis・edu・nagasaki-uac・jｐ

欄使用電子地図：昭文社

１便）Ⅱ地図エンジン：J-Stims

長崎大学教育学部2005ｲﾄﾞ12月にWｻﾞ想 使)'１可能なＯＳ：Windows，Unix，Ｍａｃ

動作環境：各種ブラウザ 株式会社パール(2006年３)]に完成）

|;M発環境：Php，hlnll，JilvaScril)(
使用電子地Ixl：'1作地ＩＸｌ

使用地図エンジン：「|作

特徴：Flash環境仕様採川

wcbgis2edunagasaki-u・acjl〕

長lllif大学教育学部使用ﾛJ能なＯＳ：Windows，Unix・Ｍａｃ

動作環境：各種ブラウザ

2006年９１jにW礒想

(20()6年１２１１に完成） webgis・edunagasaki-u・ac・jｐ

開発環境：PHP，ｈｌｍｌ、」【lvaScripl

使用電子地図：Ｇｏｏｇ１ｃＭｌｌｐ
使用地図エンジン：、作

特徴：GoogleMapsAPltli1lI

2007ｲ１２３１１公開予定

国画ケー復ｲiリゼマワビングwDIhGuwnuglelWEI津1Ｗ１．Ｍ巴｢K'残⑨fMnnMI廿IExZMuF母ｆ

卍カィル《E》雁裏⑤表示Q、お気に入り⑧ﾂｰﾙﾛﾍﾘﾛ⑪

③戻る．動圃回手Ｐ柱第謙圃気に入り③鯵・二１．－鐙
ｖ園I鋤"’’１圃仙“ん侭……」 l-u畢口/Dup1に_hImlJ

へ

ケータイ〔leマッピングｗｉｔｌｌＧ()o21eハI;１１)SAI'１

rpoplﾕｰｻﾞｰ識晶1量認言一覧|お天鴎ｾﾞ１ﾇｳｰﾛｰﾄ１》解説|轡皿人招】｢'

､■

唾戸Ｆ雨毒塞司辰遍T壷司四iJilｴｗｌＴ
瓢鐇命

幽,jfii1

J…１１
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1露■HIIOI0Dd

頂忠屑爾

〉

ｐ１ｎｗｉ鷺１１１に)2(I(ｊ６１ＬＮＬｎｂ(Irnlt1ry遇八ⅡriHhl尋r螺rｖｕｄ

[図９：ブラウザで見る「ケータイｄｅマッピングwithGoogleMapsAPl」のトツプページ】
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開発時期と完成日 開発環境と動作環境 開発に関わった機関

2004年６１]に構

(20(〕1年８１１に完成）

便１１}可能なＯＳ：WiIldowS

動作環境：Win(lowSブラウザ

開発環境：Ｃ++，Java，ｈｌｍＩ．

Active-Xを想定

使用電子地図：昭文社

便H]地図エンジン：J-Stims

長崎大学教育学部

株式会社リヨーイン

webQis・edu・nagasaki-u,acjp￣

2005ｲ1212月にWｻﾞ想

(2()06ｲ１４３)]に完成）

使)'1可能なＯＳ：Windows，Unix，Ｍａｃ

動作環境：各種ブラウザ

開発環境：Php，hlnll，JiwaScrip［
使用竃･子地lwxl：「|作地Ｉｘｌ

使用地図エンジン：｜`|作

特徴：Flash環境仕様孫)Ⅱ

長'''１;i大学教育学部

株｣I(i会社パール

wcbgis2edu・nagasaki-u・acjl〕

20()6年９１jにW礒想

(2()()6J１２１２１１に完成）

2007ｲ１２３１１公|;M予定

li用ﾛJ能なＯＳ：Will｡()WS，Unix・Ｍａｃ

il1作環境：各種ブラウザ

勵発環境：PHP，hlnIl、」【lvaScril)l

ii用電子地図：GooglcMllp
更１１]地図エンジン：「|作

寺徴：GoogleMapsAPltli1lI

長Ｉ１ｉｆ大学教育学部

webgis・eduJ]agasaki-u・ac・jｐ
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（２）開発と操作環境

ここでは上記の最終バージョン、GoogleMapsAPIを利);|ｌした「ケータイｄｅマッピング」の開

発と操作環境を説明する。基本的に最終バージョンの「ケータイｄｅマッピングwithGoogleMaps
API」はｗｅｂブラウザからすべての操作が行われるように環境を備えている。操作手順は大きく

分けて、「入力」「データ管理」「出力」の三段階操作になっており、それぞれ表３のような形で

実行されている。

【表３：「ケータイｄｅマッピングwithGoogleMapsAPI」の操作手順】

表３を見れば分かるように、すべての操作は「ケータイ」からを前提としている。しかしなが

ら、編集やデータのアップグレードなどにおいてはクライアントとしてのＰＣを想定しており、
入力情報としては「ケータイによる［1動操作」と「ＰＣによる半自動操作」に大別される。なお、
データ操作と編集に必要なディレクトリー構成を図10に示す。

１８

入力 データ管理 出力

ユーザ登録

すべてのユーザはブラウザからの

登録を想定。

①必要事項入力

(②ケータイアドレス必須

③条件満たせば尤丁

(ｈｔｍｌ，JavaScriplによる）

なし

ユーザ登録の雌終ＩＷＩｉ認ページが表

示される。

(html，JavaScripによる）

ケータイによるデータ入力

(php，JavaScrip，ｈ(、l使用）

(1)メールサーバのデータ確認

g)データの送信元を確認，データベース

(JSON-1，ユーザ郡を記録・保存・管

理)を作成

③ユーザ1iii;定後個人ページ作成，データ
ベース（JSON-2，個人ユーザのフアイ

ルii氾録．保存・管理）を作成，」SON-2

には緯度・経度の情報，送らノした画像

データの保存場iﾘr，情報のタイトルと内

容等がi氾録さｵしる。

④作成Ｒ〔)Clと各繩

・ＩＭＣ

･ＳＥＣＲＥＴ

.ＯＭＡＰＳ

．Ｗ3Ａ

Directory

･行椰ファイル格納

ユーザの要求にしたがってブラウ

ザにデータを表示する。

①すべてのデータはＧ〔)oglcマツ
プ上で行われる。

②情報の表示内容

･地図上のポイント情報

・タイトル情報表示

これらはすべてＪＳＯＮ－２からの

情報操作によ})行える。

(html，JavaScriplによる）

ブラウザによるデータ人ﾉ」

(1)ユーザの下入力は「編集」状態での操作

となる。この場合，必ず事前駿録ユーザ

でなげｵしばいけない。ユーザ溌録が先行

して行わなければいけない。ケータイに

よる操作の(DC1Dが同時に行われる。

②手動による編集状態からのマニュアル方
式でデータ操作が行われる。

⑰)「ケータイによる入力」と|同1じ操作が行
われる:：

上記とlini]様

なし

編集操作：

登録・繍集・削除が可能

(Ⅲ)111新の場合：JSON-2ファイルからデー

タを選び，情報更新を行う。

⑫WiI除の場合：JSON-2ファイルからすべ

てのＩ１Ｉｊ報をlill除し，これと|側mlLしたデー
夕をi1ill除

なし



ケータイdeマッピングのRootディレクトリー

ＣＲＥＡＴＥｌＭＧＧＭＡＰＳ Ｗ３ＡＪＳＯＮ－１ファイル

必要な各種ファイルＵＳＥＲIＭＧ

【図１０：データ操作や編集のためのディレクトリー構成図】

（３）活用分野

①教育分野

教育分野での「ケータイ。eマッピング」利用は、そのソフトの特徴上、最初から想定されて

いたものである。2005年８月に完成した「ケータイｄｅマッピング」の最初のバージョンは使用

したエンジン（J-STIMS）が「教育分野において」無料配布を想定したエンジンとして、それに

賛同した「昭文社の地図」が使える、当時としては類のないものであった。全等はこれらの教育

上の無料配布エンジンを使用し、最初の教育利用のためのソフト「ケータイ。eマッピング」を

完成し、教育実習のためのソフトとして活用しはじめたのである2122．その後，一般的なブラウ

ザを活用するにもかかわらず、使用環境がWindowsに限定されていたものを、「ほぼすべてＯＳ

上のブラウザ使用」を想定した使用環境を目的に、Flash版のものが開発された。しかしながら、

地図を自作して使うというＧＩＳエンジンとしては非常に効率悪いものであった。そこで、地図

のエンジンの制約や開発手間を減らすためのものとして、表２に示す最終バージョンの「Google

Map」使用を想定したものが完成された。

現在の最終バージョン「ケータイ。eマッピングwithGoogleMapsAPI」は公開を備えており、

その準備段階としていくつかの実験が試みられている。本報告では「平和・多文化」分野と「理

科教育」分野での実験結果をまとめている。

②観光案内分野

観光案内分野は当初からWeb環境でのGIS技術の利用想定分野のひとつとして考えられ、今

もなおさまざまな実験が行われている23．営利目的のwebGIS技術はこれらの観光分野にとどま

らず、官公庁のサイト管理にまでいたっている。しかしながら、今のところこれが思ったとおり

の利益源にはなっていないのが実,情である。しかしながら、ケータイ分野でのwebGIS技術の伸

びは着実に進んでおり、パケット料金を含む利益につながる一因となっている。なお、今はケー

タイによるwebGIS技術を「カーナビ」の実現にまで伸ばしており、ケータイを利用する人々の

魅力的なサイト作りに力を入れている。

一方、「ケータイ。eマッピング」においても観光目的に、自治体のＰＲを試みており、その成

果が一部報告されている鋼長崎県の対馬市の自治体関係者も「ケータイ。eマッピング」を利用し

た観光ＰＲページを計画しており、近日中に公開を計画している。

③個人ページ分野

個人ページ分野では「個人アルバム」としての利用価値があるといえる。使用可能な地図（衛

1９



星画像・航空?ノミ真）が-世界的な規模でサポートされており、「1分のケータイイノフユ!〔を地lxl上に記録

することで、旅行日記とともにデータ禅Wlに容易な環境となっている。現在、「ケータイｄｅアル

バム」などのサイトが開設予定である。

④調査等その他

紫本的に、ケータイを使う場合、簡仙にデータ入ﾉﾉや綱部1M操作を行うことができ、なおかつ、

データベースが｢|動的に作成されるため、調査等に有効なツールといえる。

（４）授業実現のための実験

理科分野と平和・多文化分野への授業実現のための実験が行われ、各種データをケータイから

アップロードした。データは常に参!'((1'1能で、ブラウザで動作する。その様子をllxlllに示す。ア

クセスサイトは、hup:"webgisedLLnagdlsaki-u・acjpである。

ユウBdM必”唖『、凸､、I甲WOJWAPIIUUDIⅡ､円Dnhn…-dr-L■■ロ

ンイメ⑩辻且｡Ｚ１ＷＨ識n才｣K2ﾆﾑﾜ１６Ｊﾂ･品、へ叶う⑲

○鹿.｡」ごくIj'侭竃曰L…，Ｇ、．潭国．超
Ｃｎｕかロー＝世戸2……－凶面坪芭ｌｊ－ＬＬ･－．－－△～け，…Gルー

仏膏侭
一～

n0-WdWDlF:Ｐｐ則11Ｖ判oW0Lp0U〃CAPAⅡ旧【■wI1a……了渥…､

カイ,1⑩。ｚ`Ｕが予句リルＷ:入り轡守-℃し⑩“ﾌﾞ妙

○頂診．虫割⑰'１丁這苛溌刈｡－．沙画・亀
＆】IやＪＡいぺ、⑭`－…Ｄ－ｐｐ〃－．と…だ､正面生直pjvU-H制

藝豐

ロ回は胸
白

－画Ｕ伯

ケータイ(I⑥マッピングＭＩＤ(;{'()理lいI；１１川.Ｗｌ ケータイ'1ビマツピング'､i【l1Coo賀ICN:１１爪.Ｗ’
貯追1F目IヲｆＮｎｌ姉【□ｏが】 IT8LMi5JTムリ言 HQiIIp1１

ITTｑＩｕｌヲ11：『⑥Ⅲお;が解Ｉ鋤．、1.-11ｉ面軋I涜琿ＡｌｎＯｒｌ ＰＨＦ１ｐ－ｎ鐵
繍
蝋
一
議

（
蕊

団
麺
画
臼
北
汕
認
北
北
馳
壯
川
排
ロ

鳳鴎》鶏》癬鑑幽淵

》
・
覇
や

一議二
０
鍔

弊
！
＃
＃
首
『
》

面面匠壺■■

箒
Ｉ

巴

憲息に}鶚￣

|＿CII【ﾊ『'１．Ｍ薊EIB〕DjUVIjlbmMIU浬轟ハル,㎡0低F富X２ｒｗｐ

(a)理科現地調査実験（花崗岩）（b)平和・多文化調査実験（対馬の戦跡）

【図１１：長崎と対馬で行われた理科・平和多文化分野の適用実験結果】

２．４結論

今回、而表島、対馬の戦争遺跡の調査研究を通じ、保存・riIirlljという点で、文化財指定による

調査研究等がリル、治体の中で進んでおらず、平和教育の素材として充分整備されていないこと

が明らかになった。しかし、こ１しらの戦争遺跡は、過去の戦争体Ｉ険を語る“モノ”として、大き

な価値を持っていることも見えてきた。まずは科学的な実態,ｉＭ企からはじまり、そこに生き・死

んだ人々の経験を承れ合わせることで、平和教育の素材として、子どもたちに「戦争とは何か」

を問いかけるものになりえるはずである。その土台となれば幸いである。

拙著［橋本・山１１.全2006］で指摘したように、離島における教員の任期は２～３年と短い。

教師の教材研究の成果は、学校に番被されない。そのような'１１で、「西表島の戦争」のような授

業書と住民体験,氾録を併せ持ったデータを整理し蓄積していくことは、沖縄戦研究を深めていく

こととともに、平和教育の深化をつくりあげることになるとｉドえる。そのためには、学校現場に

おいても活用しやすいデータ、地lxlによるマッピングや'ﾉﾉ:災・映像による図解、証言の整理や文

献リスト、モデル教材など、これまでの研究をわかりやすく蝋11ｌすることが求められている。特

に、「ケータイｄｅマッピングｗｉ(ｈｏｏ()gleMapSAPI」は、通子地図の充実から活)Ⅱ分野が広い。
特に、教育分野での活１１]はGoogleマップがフリーで便)|]''1能なことや教育||的という特殊な接
点を考えると、教ﾃﾞｧ現場での活)'１が１分''1能である。ユーザはどのＣｓでも使川lIJ能で、ブラウ
ザからのアクセスですべての操作が終「するため、複雑な操作覚えを必要としない。教師だけで
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なく、子どもと共に調べ学習、調査学習において活用することで、自分達の調査結果を正確に記

録することができる。そのような点からも活用を期待したい。

離島・へき地校の教師が、赴任後すぐにでも、子どもと共に現場を歩き、その現場で起こった

ことを体験者の証言から読み合わせ、ともに過去の戦争に触れる学習は、「子どもたちが活動す

る中で平和の大切さ」を考える平和教育づくりの第一歩になるものと考えられる。そうすること

で、最初に取り上げた平和教育の課題にも応えることができるだろう。

３．国境の島々からの平和構築

３．１沖縄県与那国島の国境交流教育の現状と課題

（１）問題設定

小論は特に、国境離島における平和教育及び国際理解教育を「国境交流教育」として、その独

自性のあり方と可能性を見出している。与那国など国境の島々のもつこの特性は、現在でもなお、

歴史認識の問題を含む国家間の緊張やそれに関連する領土問題等を含む国境の緊張など、多くの

国家間の紛争を潜在的に抱えており、国境の緊張と障壁に島が島の人々ひとりひとりがどう向き

合うのか、という問題が避けて通れない。対馬においても竹島を巡る領土争いがあり、八重山与

那国においても尖閣諸島をめぐる争いがある。さらに対馬でも与那国でも近隣する地域は、分断

国家とされ、未だ戦争状態が公式に終了していない。いったいなぜこのような紛争が起こるのか、

そして与那国は、対馬は何をどうすべきなのか、この現実の中でどういうことが今与那国にでき

るのか、対馬にできるのか。国境の障壁と緊張の現実がこの課題を島人に突きつけているのであ

る。

与那国の目下の解答は、一部保守議員により主張のあった自衛隊誘致による主権国家「日本」

の国防の国境防衛強化ではなく、まったく逆の、自由に与那国及び隣国の小船舶の往来のできる

平和で密接な経済交流圏の確立である。2005年３月には、「与那国・自立ビジョン」という与那

国の新たな発展戦略として打ち上げられた25゜それには国境離島と国境を挟む対岸地域の人々と

の相互不信と侮蔑ではなく、信頼と尊敬の関係が必要になる｡そのことを意識した政策の枠組み・

ビジョンが示されているのである。「与那国・自立ビジョン」を立案した与那国がどのような地

域社会像をイメージし、そのためどのような教育体系を構築しようと考えているのかを明らかに

していきたい。

小論は、以上のような問題意識をもって、主として2006年７月の沖縄県八重山郡与那国町調査

及び８月の竹富町(西表島）調査及び12月の長崎県対馬市の調査をもとに構成されたものである26・

与那国町の教育の取り組みに対する調査を中心に、必要な範囲で竹富町西表島及び対馬市に関連

する取り組みを取り上げ、離島教育における平和教育の一環として「国境交流教育」の意義と可

能性について考えていきたい。

（２）国境離島の平和教育の現状と課題

沖縄本島南部の「ひめゆりの塔」と「平和の礎」そしてその隣にあるそれぞれの平和祈念館に

は、毎年多くの修学旅行が訪れる。「平和教育」の一環であるという。沖縄本島の小中高校にお

ける「平和教育」においても、戦争の記録と記憶を残し展示した祈念館は利用されている。近年

は戦争の現場や実態を垣間見ることのできる「戦跡」めぐりも盛んである。米軍上陸に伴う地上

戦やいわゆる「集団自決」のあった沖縄本島周辺離島でも、このような形態の平和教育、平和学

２１



習への取1)組みは相当程度なされている。それに対して、il1〔接的の戦闘のほとんどなかった先島

諸島等、遠隔11鵬についての記録と記憶は、その離島の教育においても取|)上げられることはそ

う多くなかった。

しかしＭＭｉにはW鵬の戦争があ1ﾘ、多様な犠牲や苦難の1liif史があったはずであ1ﾂ、武力によ

る破壊と破壊に対する再建の道のりがあったはずである。特に今回の調査研究では、国境を接す

る島々の、その地Ｉ１Ｉｌ的、空間的特性から来る軍事的な位ｉＦｔづけによる実際の胤鵬の戦争とその記

録と記憶（戦跡及び証言等）に対していかなるアプローチがなされているのかを調査することが

主要なテーマであった。島の学習瀞、イーども達にとってそれは、｜皇1分たちが今まさに生活する島

での、島の祖父|ｿ衞等、直接関わりあるﾉj々の体験であ|ﾂ、史跡であ|〕、極めて大きな教育的効果

があると考えられるからである。

戦跡の調奄に関しては、本研究、別の|:Ｍｉ者による詳MIlなi氾述があるので、術iiiに紹介してお

きたい。与那国にある戦跡は、町教育委貝会の協力のもと、↑''１縄県文化埋蔵センターがかなり詳

細な調査をしたことによってようやく鹸近判明したご7．平成1８（2006）年７月の与那国における

調査においては、戦跡は、ほとんどが無策で放置され保存状態が必ずしもいいとは言えないこと

が分かった。そのうち現在残っているものは防空壕、戦時''１の戦意高揚のための記念碑等であっ

たが、それをＷⅡ教育に活用しているリド例は、与那|誰IlllJ立学校において、皆無であった。教育上

iiIi用されていないことがまた放満されていることに繋がっていると考えらｵしる。証需としては、

町史の編纂を役場で担当されている米城恵氏が戦争体験新の島のお年寄りに島言葉で収集してい

るが、町史編纂全体の一部、もしくは付随の仕事に過ぎず、未だ多くの証言及び盗料が発掘、整

理できずにいるとのことであった。又、IiilLCは、公立学校の平和教育における識話の担当者とし
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写真２１：久部良小学校避難壕跡凸『

【図９：与那国島久部良小学校避難壕跡］

写真２２：与那国小学校避難壕跡

【図１０：与那国島与那国小学校避難壕跡】
※|:':1-|ｪ地Ｉｌｌｌ院25()()()分のｌ｣１１｣J杉|叉］「ノブ郷｢H1/;&’（､ＭＩＩ(〉ｲlil())］llI）をﾉ６にｉｉｉ計が作成。
※写真については、イiWfIlM1lH（2()06年８１１）１１ｹにI11tljI乱，
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てすべての公立校にほぼ毎年出向き、与那国の戦争の記録と記憶について子ども達に直接話を聞

かせているとのことであった。ほぼ米城氏一人で講話を担当しているとの説明があった。

西表島及び対馬市においても、学校教育において、この戦跡に関する教育上の素材としての活

用は、ほとんど実現しておらず、放置状態、朽ち果てている状態が多々見られた。証言に関して

も、西表、対馬、与那国の公立学校もしくは教育委員会で、証言者あるいは島の歴史的事実を説

明してくれる人物を穣極的に探して協力を拡大しているようには見られず、証言者の尚齢化等を

勘案すれば今後の証言を授業に取り入れていくことに関しては、より困難な状況が生じるという

予測が立てられる｡離島には離島の戦争があり、戦争の跡と証言があ1)、それを素材とする平和

教育を、という構想はかなり厳しくなっていくと考えられる。

しかしながら、戦跡に関してかなり入念な専門機関による調査がすでになされていること、与

那国町の米城恵氏及び対馬市で証言頂いた糸瀬博氏など、戦争の記録と記憶に関しては、熱,し､に

掘り起こし編纂し冊子等でまとめられている方々がいることは、今後の展開において極めて有効

で重要である2s。

またおこ方は、共通して大陸に繋がる、半島及び台湾との輸送ルートにおける拠点としての位

置づけゆえに、攻撃対象となった事実を強調されており、国境を越えていくより大きな視野で考

えることが島の戦争を理解するには重要である点を等しく主張されていた。それがゆえに現在の

島の発展の礎とされる国境交流には平和が何よりも必要であるという共通の見解を拝聴すること

ができた。

（３）国境の島の交流特区

長崎県対馬では、平成1５（2003）年９月に「しま交流拡大特区」の申請を行っている。それは、

国境障壁（国境による制約と規制）の緩和を目指すものであり、ビザの免除、免税地域の設定、

韓国人医師の就労ビザ発行の緩和、国定公園の利用緩和、ホテル建設規制の緩和、廃校・空き教

室の転用緩和などが含まれていた。国の辮査では規制緩和の対象とされない提案もあったが、認

められた規制緩和の案件は、韓国人短期観光客へのビザ発行の簡素化と学校教育課程における韓

国語学習充実のための弾力化であったが、特区として認定ざれ実現に至っている羽。

韓国と日本本土の国|祭的な大都市である釜山と福岡を結ぶ最短の航路上に位置する対馬では、

国際港があり国際定期航路がすでに存在しているが、国境障壁は、ヒトの移動に関する障壁を少

しでも低くする方向が目指され、韓国からの対馬への入島を容易にすること及び対馬での受け入

れ体制の整備が、この特区の特徴である。対馬における調査では、教育委員会教育主事、最も国

境交流教育プログラムが盛んな今里中学校校長に話を聞くことができたが、島の将来が韓国から

の人受け入れの拡大にかかっている点をあげ、その受け入れ体制充実の一環としての国境交流教

育に力を入れている旨を説明頂いた。

今里中学校における具体的な交流教育プログラムとしては、総合学習の一部及び夏休みを利用

した、姉妹校との相互訪問プログラムがあり、相互に受け入れは地域の家庭へのホームステイと

なっており地域総出で関わっている。また、対馬高校においては、国際文化交流コースがあり、

韓国学に関する教育課程として「しま交流拡大特区」により、２０単位から最大25単位の履修が可

能となっている。他に、１年で韓国への夏休み研修旅行、２年及び３年には、韓国語学研修が用

意されており、一期生20名のうち５名が韓国の大学に進学する実績を上げている。
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対馬市及び市教育委員会では、高校を含め対馬市の公立枝における交流教育プログラムに関し

ては、積極的な支援を行っている。例えばホームステイの受け入れに関しては、１回あたり総額

20万円の補助、韓国への研修等においては個人への宿泊料支援等である。極めて財政が厳しい離

島においては、これほどの支援を行う事業は他に見あたらず、交流に島の将来を託す意気込みが

感じられた。

与那国町においても、以前からホームステイを中心とする台湾との人的な交流の試みは取り組

まれてきた。特に昭和5７（1982）年の花連市との姉妹都市協定締結以降は、積極的に相互訪問を

重ねている。平成４（1992）年から、毎年台湾花連市への与那国の児童・生徒20名程度のホーム

ステイ派遣事業を行っており、国境交流教育プログラムの基盤となりうる事業であった。残念な

ことに予算削減により、経費捻出が不可能となり、１４年度より打ち切られ現在に至っているとい

う。

対馬の特区認可に関する情報は与那|玉|も把握していた。与那国町では、平成1７（2005）年３月、

与那国の発展の独自計画「与那国・日立ビジョン」を策定するが、その主要構想として「国境交

流特区」構想を中心にそれを支える教育特区（案）及び環境特区（案）が構成されている。教育

特区の構想には、中高一貫教育の導入及び学校教育等における｢'１国語教育の充実、修学旅行先と

しての台湾・中国の設定などがあげられている。対馬の「しま交流拡大特区」がひとつのモデル

となっていると言えよう。

しかし、教育関係の取り組みに至る前に大きな問題が与那国にはあった。与那国の問題は、那

覇市あるいは石垣市と台湾基隆を結ぶ国際定期航路のルートが、与那国のかな})北方にあり、与

那国に国際港と国際定期航路が存在しないという、国際交流にとって極めて高いハードルにある。

交流の基盤となる移動の手段すら確保されていないということである。台湾が日本領であり国内

であった戦前は、与那国島で保有されている小型の船舶での'二ＩＩｌｌな往き来が可能であったが、戦

後は、国境を横断する船舶の航行に関しては、国際海洋法の適用が義務づけられ、与那国烏の漁

船、貨物船どころか、客船も直接台湾と往き来することができなくなった。

したがって、与那国の交流特区は、まず、石垣島等への国内航路に用いられている与那国所属

の船舶の台湾への航行許可であった。自立ビジョンを平成１７（2005）年３月に策定し平行して、

その航行許可を柱とする国境交流特|Ｘ申請を進め、同年６１]には、内閣府に申請している。

さらに対馬と比較して与那国には、大きな問題がある。それは、1972年の中国承認による日本

と台湾との間の正式な国際関係の断絶である。以降日本は、主権国家として台湾を認めておらず

正規の外交関係がない。これもまた国境交流において制約のひとつとして上げられるだろう。

しかしながら、このような高い制約を有する与那国の国境交流においても、過去10年以上にわ

たる毎年20名程度の相互の児童・生徒ホームステイ実施の実績がある。台湾側の受け入れ先家族

の確定、ホームステイ時の教育プログラムの実施など、花連市の官民あげての積極的な交流の意

思と支援が必要とされる国境交流教育であり、その実績は決して低く評価されてはならない。同

じく、対馬市における今里中、対馬高校等の交流教育もまた、ホームステイ・プログラムを中心

とするものであり、草の根レベル、家族と家族の交流、島内の地域全体と交流相手方の地域全体
を含む、国境を横断しながらも極めて親密な関係を構築した上に始めて成り立つものであり、「国
境交流教育」という新たな名称につけるにふさわしい取り組みと言える。
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（４）与那国の国境交流特区

与那匡lの自立構想に関連して、グレン．Ｄ・フック「グローバル化・地域化への応答一iIlI縄県

および与那国町の場合一」３０及び、佐道明広「東アジアにおける新しい「地域主義」の誕生とそ

の意味一「与那国・国境交流特区構想」を事例として－」釦という二つの論文が、2006年春に発

刊された。

二つの論文はともに、『与那国・自立へのビジョンー自立・自治・共生、アジアと結ぶ国境の

烏YONAOUN1-j（同ビジョン策定推進協議会報告香、与那国町2005年３)]）と同自立ビジョン

の柱の一つであった構造改革特区制度への「国境交流特[X」申請（2005年６月）に基づく与那国

の近年の構想及び取組を取り扱っている。

グレン・フック氏は、近年、英国における日本政治研究で特に知られている研究者で、佐道氏

は、日本国内における安全保障政策の合意形成プロセスに着目した研究業績で注目されている一

人である。いずれも国際関係論、国際政治学の分野ではよく知られた研究者であり、与那国の取

組みを取り上げる問題意識と理[|]も、また極めて類似しているが、執筆に当たって相互に情報の

やりとりや共同研究プロセスがあった様子は見られず、お互いにこの主題で論文を執筆中である

ことを知らずにほぼ同時に論文を書き上げたように思われる。

両者に共通する問題意識は、グローバル化における「近代主樅匡|家」システムもしくは国家的

ガバナンスの変容を主題としており、そのIIlで与那国が、「国家」の制約をいかに乗り越えてい

くかの可能性に焦点を当てている。主権|玉|家の制約を超えた近隣諸国との直接的な交流（交易）

に基づく経済的関係の強化、一体化が、与那国自立の基本戦略であり、佐道は、それを「新しい

地域主義」と名付け、主権国家以外の主体による直接的交流の深化と拡大が必然とならざるを得

ない状況を示すものと考えているようである。また、フックも同様に、自衛隊の誘致とその見返

りによる国からの財政支援という発想よりも「むしろ与那国の|]的は、観光産業や、台湾、福建

省を対象とした自由貿易圏の発展にある」と見ている。

さらにフックは、与那国独自のアイデンティティの確立が与那国の利益追求の基盤となること

を指摘している。東アジア各地のアイデンティティの共有を推し進めることが、東アジアとの経

済的共同体の構築に欠かせなく、与那国及び沖縄を越えるアイデンティティが築かれること、そ

れが日本国家での自立性を高める－つの道となるとしている。

そのことは、与那国の「自立ビジョン」においても|ﾘ]白に意識されている。「教育特区」の構

想を見ると、台湾との教育交流を柱にしていることが分かる。つまり、その国境交流教育によっ

て与那国独自のアイデンティティの構築ができるか、それが、与那国の自立性確立の裏付けとな

るわけである。

（５）圧|境による制約＝主権国家による統制

「近代主権国家」とは、一般に、絶対的排他的な主権を有する統治機構の存在、その主権の及

ぶ領土（領海を含む)、及び主権行使を受け入れる人民の三要素から構成されるとされ、ウェス

トファリア条約以来、欧州の国際関係の基本的な単位となった。近代主椎|玉1家は後に、革命と|玉ｌ

民総動員体制の戦争を経て「国民国家」という性質を併せ持つようになる。ナポレオンの登場以

降、ヨーロッパは国民国家の時代へと転換する。主椛国家による国民経済の確立、国防の維持、

そして国民文化の倉Ｉ造が不可欠となり、国民経済・国防義務・国民文化を疑いなく受け入れ共有

する「国民」の育成と、その国民によって支えられる国家という理念は、ナショナリズムとして
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近代国家を支える共通する社会文化的基盤となった。

日本では、徳川幕藩体制＝封建時代の終焉とともに、明治国家は西欧型の近代国家として出発

し、西欧人の支配しない世界で初めての西欧的「近代主権国家」かつ「国民国家」を目指すもの

であった。明治の早い時期に教育は、寺子屋や私塾による教育から国家による義務教育へと転換

する。必然的に国民経済と国防義務を担う「国民」の養成は、国家を支える社会的基盤であった

が故である。国家を武力により維持する役割は、具体的には、国家へ自己同一化し、国家への忠

誠を誓うひとりひとりの国民に依拠していたからである。

封建時代に暖昧であった「国境」あるいは「|玉1家（あるいは国民）とその外を分け隔てる障壁」

を、どこに設けるべきなのか、は、明治国家の第一の課題であり、その中で「対馬」が朝鮮との

交流を遮断され、ついで「琉球」が情との関係の清算を余儀なくされる。

こうして、国境の内部における主権の確立、すなわち、国境の内部における人的及び物理的資

源の一切を管理する権力を中央政府が手中に治めることになり、中央が管理できない（国境管理

から自由な）貿易や人の移動が不可能あるいは著しく困難となるわけであるが、しかし、この地

域の|］本の「国境」が実際に確定するのは、日清戦争を待たなければならず、琉球処分、廃藩置

県後、琉球からは多くの亡命者が中国に渡った。それまでは、極東における歴史的慣例に基づく

秩序、中国を中心とする伝統的国際秩序を打ち砕く意味を持つ近代日本国家とその国境の確定は、

明治国家の至上命題であった３２゜

それが故に朝鮮及び情との紛争は不可避であり、また国境島|MiL地域は近代'三1本国家にとって軍

事的にも重要な意味を持つ。明治６（1873）年の征韓論を巡る政変、明治８（1875）年の江華島

事件、明治７（1874)年漂流した琉球人の台湾における惨殺に対する台湾出兵及び明治１２(1879）

年の琉球処分など国境地域での軍事行動はたびたび起こっている。

明治４（1871）年には国民を養成するための国家教育を行うための中央政府機関である文部省

が設立され、早くも翌５（1872）年には義務教育制度導入を開始している。当然ながら、明白な

国民と国民外の区別、自国及び自国民及び自国の文化の優位性、優秀性の立証、その立証のため

の近隣諸国及び国民及び文化へのさげすみが組み合わされるのが－股であるが、日本の場合、福

沢諭吉の「脱亜入欧」論にあるように、西欧諸国は近代化のモデルであり、対西欧におけるＦｌら

の優位性、優秀性の立証が困難であったが故に、アジア近隣諸国及び諸国民への侮蔑が行われた。

経済（貿易)、国防、国民意識（アイデンティティもしくは文化的一体性）の三つの国家によ

る障壁は、国境の外と内を分け隔てる障壁であり、対外的な緊張を伴うがその内側への完全な三

つの部門の統制の確立こそが、主jWii国家の存立基盤であった。

明治期の近代主権国家確立における国境の設定により、緊張の最前線にあった島々は、日清戦

争・日露戦争の勝利によ')台湾及び朝鮮半島が日本領となると、国境は消滅し（固有の「日本」

という領域と植民地という境界は残存する)、代わりに、大陸から台湾及び半島を経由して日本

本土へヒトやモノが行き来する架橋、ルートとしての役割を弧うようになる。国内の物流ルート

上の一つの交通拠点に過ぎなくなった鳥の暮らしを支える物資の大半は、台湾や半島経由で流通

してくるものとなり、島の人々密接な経済圏、生活圏として対岸と関係を作る。

ところが、第二次世界大戦の敗戦により、再び|司境が設定されて、対岸には激しい戦乱を背後

に抱える極めて緊張した国境となるのである。国境の障壁はTU:登場する。第二次世界大戦終了、

ポツダム宣言の受諾によ'〕、日本の領土は、日本本土及び周辺離島に限定され、対馬と朝鮮半島

及び与那国と台湾との間には、国際関係上は厳格な国境線が引かれるのである。日本にとって冷
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戦はある意味、米国任せの国家安全保障政策により、国防の義務から国民を解放したとも言え、

国民経済の再興といわばそれを支える経済ナショナリズムとでも言うべき共通理解が通底する教

育が広く受け入れられたと言える。国境の離島にとっても、密貿易で栄える戦後の一時期を除け

ば、戦後日本という主権国家かつ国民国家体制の確立とその国家による統制が受け入れられるの

である。

（６）国境による制約の克服

昭和20年代前半（1940年代後半）は、国境離島にとって、輝かしい（あるいは懐かしい）密貿

易の時代である。戦後新たな主権国家・国民国家日本の体制が確定しない時代、敗戦により引か

れた国境線を横断し日本へ物資を運ぶルート及び拠点となり島の人々の暮らしを支えた。敗戦に

より統制力を失っていた国家の目をかい〈ぐり、島の人々は自由に往き来したわけである。それ

がまた、島の経済的繁栄をもたらした。与那国においては、封建時代以来二千名程度が島で養え

る許容人口と言われているのに対し、一万二千名の人|]を抱えることになる。「与那国自立ビジョ

ン」の立役者（同ビジョン顧問）であり、その時代を与那国で過ごした元沖縄県副知事の吉元氏

によると、密貿易に絡む利益により自宅裏のドラム缶の中にぎっしりと札束が詰められている家

が多くあったという。国境の自由な往来（国境交流）が、富をⅡ平ぶ、これによって島を立て直す

という対馬及び与那国の両島に見られる共通のイメージは、この時代の記憶に裏付けられている

と言っても過言ではないだろう。それが国境障壁の消滅を希望する根拠となっている。

冷戦の終了とグローバル化の到来は、経済（貿易）における国境障壁の消滅を予感させるもの

であった。「構造改革特区」という国の制度は、規制緩和を求めるグローバル化への国内的な対

応と言うこともできる。グローバル化は、経済的な規律の市場原理を徹底する方向での世界標準

化と国家による経済的な統制を緩めることにより、国境障壁を低くし国家による個人聞及び地域

間の再分配機能を後退させ、国境を横断する資本の自由な移動や経済活動を推進するものである。

国境離島にとっては国からの財政移転が激減するとマイナス面とともに、国境障壁が低くなる可

能性の双方が展望できる。したがって、対馬や与那国が求めたのは、後者の可能性にかけ、その

先取りあるいは徹底である｡それが国境交流型の構造改革特区である｡教育体系もそれにしたがっ

て、国境離島の置かれた経済的グローバル化に対応する戦略となる。

グローバル化による国家の経済統制力の低下あるいは規制緩和の進展、それによる国民経済の

浸食、そして、国家による経済的な再分配政策の破綻、補助金の徹底削減による離島へき地の疲

弊、そこから来る国家の経済による国民統合力、いわゆる経済ナショナリズムの低下という状況

が端的に表れていると考えられる。

しかし、その一方で、冷戦の終焉は、かえって主権国家単位での国家安全保障の重要性を高め、

国防ナショナリズムとでもいうべき国防の必要性と義務を国民に強調する傾向が強まっている。

新ガイドライン、周辺事態法、武力攻撃事態対処法、国民保護法の制定、防衛省昇格が次々と実

現し、またそれを支える文化や社会的基盤の必要性が、教育基本法の改正となって現れていると

考えられる。自国の優位性、自国民の優秀性への賞賛、国家に対する誇')と忠誠などが教育の上

で強化されれば、明白な国民と国民外の区別、国民外への潜在的な敵意識が増長されるとも限ら

ない。となるとより国防による障壁及び緊張は高くな')、人々の意識の障壁も高くなってしまう卿｡

グローバル化の中で、国内の再分配を縮小ざれ競争にさらされ、経済的衰退を余儀なくされる

国境離島が、まだ高いハードルである国境の制約を越えて、新たな経済振興を「国境交流特区」
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に求めて国境障壁を克服するというシナリオだが、現在の[１本では国防、国民意識の障壁は逆に

高くな')かねない。つまり、教育における国家による統ililIは強められていく可能性がある。それ

をいかに打破していくかが寸今後の交流による発展の鍵になると思われる。国境横断的な地域一

体`性を経済的にも意識的にも確立しなければならないということである。新しい国境横断的な地

域的アイデンティティの確立は、対Mi、与那国の自立にとって重要であり、平和教育、国境交流

教育もそれを目標かつ基盤にして構築されるということになるのではないだろうか。

（７）小括

離島には離島の戦争があり､離島の戦争の記録と記憶があるはずであり､離島の平和教育にとっ

てそれを活用することが有意義であるという問題意識から出発した平和教育調査であるが、対馬

及び与那国の国境交流特区の申請とその重要な部分である独自の国境交流教育プログラムの発見

があった。小論はプログラムの内容と効果を詳細に分析することを目的とするものではなく、ま

た全国を調査したわけではないが、おそらくこのような教育プログラムは、国境離島であるが故

の独自の取り組みであろう。

グローバル化の波を受け、変容を余儀なくされる|盃|家と教育のあり方である。新自由主義的な

変容は、国家による所得の再分配機能並びに地域間の財政調盤機能をますます低下させ、個人間

の格差、地域間の格差は、激化の一途を辿り、離島やへき地など、人口や産業の衰退地域には目

も当てられない惨状が生じ始めている。特に国境離島は大きな影響を受ける。財政移転に大きく

依存していた分だけ、国家のグローバル化への対応である新lL1由主義的な国家主導の諸改革によ

り島が消滅しかねない。国家に頼らない自立の道を探し求めることは、国境離島に残された数少

ない生き残り戦略かもしれない。

グローバリゼーシヨンに対応しようとする国家の、島に手当てする経済的メリットが縮小して

いく中で、国家への経済的依存を脱する何らかの道を、同じくグローバリゼーションの中で模索

しなければならない。国境の島々で|]指されたことが国境を越える対岸地域との密接な経済交流

圏の確立である。国境の緊張と障壁がT1I能な限り低くなれば、交流は促進する。そのための重要

な基盤が、精神的な国境の障壁を取Ｉ)除く国境交流教育と考えられる。平和的でかつ密接な交流

圏を支える土台の部分であり、国境横断的な新たなアイデンティティないしは一体意識の拡充が

目指されている。しかしそれは、今の時代の平和構築のための重要な実践であり、かつ、与那国

あるいは対馬のみならず、もうひとつの日本の未来ではないだろうか。

３．２長崎県対馬における国際交流教育の現状と課題

（１）はじめに

対馬市は平成16年３月１日に市制が施行された新しい都市である。韓国を中,〔､とした国|祭交流

が盛んなところであり、市町村合併以前から旧６町に国際交流協会等の組織があり、それぞれの

地域で地理的、歴史的、文化的特性を活かした様々な取り組みが展開されている。具体的には、

韓国の中学校と姉妹校関係にある難知中学校、今里中学校、浅海中学校をはじめとして、ほとん

どの中学校が「総合的な学習の時間」に「国際理解・ロ韓交流学習」（たとえば「韓国講座｣）を
設け、異文化理解を中心とした国際交流に取り組んでいる。こうした積極的な国際交流が実を結
んで、対馬市は平成1５（2003）年llH281-Iに「しま交流拡大特|X」に認定された。その結果今日
では、次の①に挙げるような地理的な優位性をうまく利用しＴ②～④に挙げるような今日的な意
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義をもつ国際交流が実践されている。

①対馬は、徳川幕府時代の朝鮮通信便に代表されるとおり、韓l望|と歴史的・文化的つながりを

連綿と保ち、島北部の鰐浦から釜山までは距離にして約50キロという地理的有利性もあって、

国内のどこよりも韓国との交流に最も恵まれている。

②韓国との異文化間交流をもとにして、広い視野や豊かな人間性と国際感覚あふれる人材を育

成するとともに、地域振興・文化興隆の活性化、国境の新しい都市づく|)を目指している。ま

た学校現場と行政とが一体となって、対k1jの子どもたちを中心に据えた日韓交流の教育策を講

じることに努めている。幸いに対馬は、上記①に示した韓国との地理的、歴史的、文化的な長

い関わりあいがあることから、その特色を生かして、子どもの相互交流を中,し､に据えた国際理

解教育が着実に推進されている。

③小中高の校種の枠に捉われず、将来の｢対州人｣を育成する観点から日韓交流教育の一貫性・

継続性を確保し、費用対効果の向上を|到っている。

④島全体の活性化を基調とした教育の島を確立するとともに、アジアに発信する進取な市民の

育成を目指し、国際交流とまちづくりに資する教育を推進している35゜

このような対馬市の教育的特色を踏まえて、以下では同市の韓国交流の現状と問題点を詳しく

見ていくことにする。

（２）国際交流の現状

①市立今里中学校および対馬市教育委員会の取り組み鰯

対馬市立今里中学校は「しま交流拡大特区」の指定を受ける前からすでに韓国全羅北道にある

只沙（チサ）中学校と定期的に交流を行っている。交流のきっかけは、平成12年２月、韓国の只

沙（チサ）中学校から当時の美津島町の国際交流委員を通じて交流の打診があったことである。

両校とも全校生徒数が50～１００人くらいの小規模中学校であることから互いに交流しやすく、夏

休み等を利用して相互訪問、相互学習、文通などを積極的に行っている。

第１１回I目は、只沙（チサ）中学校の総勢30名（うち生徒22名）が対馬の今里中学校を訪問した。

韓国の文化を理解し、自分の生き方、考え方を見つめなおす機会になったという。本交流の最大

の特徴は、第1回目の交流以来、学校や行政機関主導の国際交流ではなく、今里中学校のＰＴ八

会長以下、保護者や地域住民の多大なる協力により支えられている点である。まさに草の根主義

の国際交流である。その証拠に、平成13年８月の交流では、今里中学校が只沙（チサ）中学校を

訪問することとなっていたが、お})しも日本の歴史教科書問題が大きな社会・国際問題となって

いた。しかし、そのような時勢であるからこそ交流の意義は大きいとして、只沙（チサ）中学校

への訪問が予定通り実行され、３泊４日の訪問に38名（うち生徒15名）が総合学習の一環として

参加した。交流内容は、韓国語講座、ホームステイ、音楽やスポーツの交流、歓迎会の開催、各

種コース別体験学習（折り紙、浴衣・チマチョゴリの着付け、盆踊り、観光等）等である。この

ような活動の結果、初めの頃は生徒、保護者の側に、受入れに際しての不安感や消極的な側面も

見受けられたが、事後には韓国の人々への親近感が芽生え、積極的に関わることで何かを学び取

ろうという気持ちが出てきたと今里中学校長は述べる。このほかにも次のような活動成果が得ら

れたと同校長は続けるｃ

・ことばが多少不便であっても理解し合えることを、身をもって感じ、異国の文化や人々との精

神的な壁が低くなっているように感じられる。
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･感情を直接的に表現する同年齢の韓国の子どもたちとともに生活することで、今里中の生徒た

ちは交流後、穂極的に感情を表現して交わろうとする態度が芽生えてきたように思われる。

･学習発表会においても、実際に体験して得た韓国の文化、風習、知識をわかりやすく発表し、

年々内容も充実してきていることから、学習効果や教育効果が上がっている。極めて貴重な交

流活動であると再認識している。

②県立対馬高等学校の取り組み

長崎県は平成15年に国際化に対応する教育の推進として高校生の離島留学制度を策定し、それ

にともなって同年４月、対馬高等学校普通科に「国際文化交流コース」（定員20名程度）を新設

した。本コースは、開設以来韓国の大学・高校と密接な連携・交流を深めるとともに、韓国に関

する学習内容の充実を図っている。たとえば、韓国および韓国語に関するカリキュラムには「韓

国語Ｉ．Ⅱ｣、「韓国語会話｣、「韓国歴史研究｣、「韓国文化研究」など、３年間で21～25単位分の

授業が組み込まれている。また韓国人教師の指導のもと、１年次には｢基礎から学ぶ韓国語講座』

『一|]でほれた韓国文化20｣、２年次には『基礎から学ぶ韓国語識座中級川図説韓国の歴史｣、

３年次には「EasyKoreanfbrFOreigners川早わかり韓国を知る辞典」等の教材を使用し、実用

的な韓国（語）教育が行われている37郷。

このような実践的カリキュラムによって、平成13年度には２名、平成14年度に３名、平成16年

度に２名、平成17年度に５名、平成18年度には４名と、韓国の大学（国立釜慶大学校、国立韓国

海洋大学校、釜山外国語学校、東亜大学校等）に対馬高校から生徒が直接進学している３９。この

ほかにも韓国の高校・大学と交流協定を締結し、２泊３日の韓国語学研修（１年生)、韓国への

修学旅行（２年生)、韓国の大学での語学研修（13年生)、年５回の韓国の高校・大学との相互交

流・ホームステイ（１～３年生）等が毎年企画されている。韓国文化に関する大学教員による出

張講義（年５回)、アリラン祭りにおけるサムルノリの演奏、韓国語スピーチコンテスト（全国

大会、県大会）への参加、ＰＴＡによる釜山への研修旅行等も毎年積極的に行われている。

③）その他の学校の取り組み

厳原中学校（旧厳原町）は韓国の中学校との交流協定こそないが、総合学習の一環として修学

旅行で韓国に赴き、釜山女子中学校の生徒たちと交流をしている（平成,4年時）イ｡。難知中学校

（旧美津島町)は平成５年から今｢'に至るまで､交流協定をもとにした定期的な交流を活発に行っ

ている。大船越中学校は平成13年から、南陽中学校は平成16年から相互訪問が実現し、交流協定

の締結が待たれるところである。高等学校も、上述の対馬高等学校のほかに、上対馬高等学校が

平成'7年以降毎年釜山管楽祭にて演奏を披露し、デヤン電子情報高等学校との合同練習を行うな

ど、音楽による韓国との国際交流に余念がない;,。このように、韓国との交流が島のいたるとこ

ろで、コミュニティを巻き込んで、盛んに行われていることが窺われる。

（３）対馬市における韓国交流の問題点

今里中学校の生徒たちは、旧美津島町の「美津島町担い手事業」の一環として「美津島の船」
に便乗して訪韓していたが、平成16年の市町村合併によって対馬市に合併されると、同船による

往来が廃止とな｛)、今里中の生徒のみならず、韓国の生徒も対馬に来ることができなくなった。
そのことがもとで只沙（チサ）中学校の保護者が経済的な負担を訴え、対馬訪問が一時的に中止
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されたことがある。この背景には、只沙（チサ）中学校の場合今里中学校とは異なり、県や市な

どの行政機関からの補助金がなく、専ら学校の予算と保護者らの出費に依存しているという経済

的状況がある。経済的に苦しい事情は今里中学校も同様である。民宿等への宿泊ではなく、ホー

ムステイ先を確保して経済的負担を少なくする必要があるが、いかに多くのホームステイ先を確

保できるかが課題である。本交流は経済的負担等を考慮して平成18年度から隔年ごとに訪問し合

うことになったものの、対馬市教育委員会の国際交流（日韓交流）教育促進事業として位置づけ

られている。韓国に出向くときは旅費の８割が市から援助され、韓国からの交流者ホームステイ

により受入れる場合は、ひと家庭あたり一律20万円の補助が行われている。市町村合併による経

済的負担の増加により交流の機会がやや減少したが、それでも草の根主義的な交流は健在であり、

引き続き緊密に行われているｲ2,43。このように極めて厳しい財政事情のなか、韓国との国際交流

にこれほどの経済的支援を行う離島の自治体は対馬を除けば皆無に等しく、市を挙げての異文化

間交流に寄せる期待の大きさが窺い知れる。

県立対馬高等学校の国際文化交流コースに関しても、生徒定員の恒常的確保、および生徒の卒

業後の進路開拓、国際文化交流コースに関する県内外への広報活動の拡大、交流予算の確保など

クリアすべき課題がある。

歴史や民族に対する偏見も未だに両国には存在する。特に対馬では戦前から韓国（人）に対す

る偏見が－部の人々には存在し、今日でも一部の年配者の間には残っているという。日韓合同の

歴史認識の交流会や授業などは開催が難しいという声も聞こえてくる。しかし今里中学校では総

合的学習の時間を「韓国講座」として利用し、平和、人権、歴史認識に関わる授業と学習発表会

を行っており、着実な努力が不断に行われていることは特記しておかなければならない。

韓国交流は大方の小・中学校で毎年夏休みに行われていることから、準備も含めるとかなりの

負担が教師にかかり、休暇がなくなるという課題も残されている。韓国交流をどのように校務分

掌上に位置づけるかを検討する必要があろう。

（４）今後の展望

対馬市の小・中学校は、修学旅行時に訪韓することを契機として、韓国の小・中学校との交流

を検討しているところも多いと聞く。博多発の高速船ビートルはまとまった乗客が確保されれば、

比田勝港（対馬北部）にも立ち寄り、定期便として釜山と結ぶことも可能であるという。平成８

年から対馬市美津島町では「対馬チング音楽祭」が、平成９年からは同市上対馬町において日韓

交流マラソン大会も開催されている。対馬チング音楽祭には韓国から日本語専攻の大学生が来島

し、平成15年から上県町で行われている日韓共同による海岸漂着ゴミ清掃事業にも釜山外国語大

学校から多くの大学生が来日し、地域住民とともに作業に当たっている"。このような活動の場

に長崎大学教育学部の学生も参加可能となれば、それを契機として両国の大学生交流も一層盛ん
になると期待され、対馬を舞台にして小・中・高・大学と、国際交流教育の連続性と一貫性がさ

らに拡大されると思われる。

４．鹿児島県における平和・国際理解教育一奄美大島地区を中心として－

（１）研究の発端と経過

一昨年、三大学連携事業がスタートした時、鹿児島大学のまとめ役である八田明夫先生から、
平和．国際理解教育部門を担当してほしいと言われ、当惑した。なにしろ、これまで全く考えて
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こなかった部門だったからである。

案の定、琉球大学と長崎大学は、その道の専門家ばかI)であった。ゼロからのスタートである

ことを認め、わからないことは教えてもらえばいいということで取り組みを始めたｃ

まず、行ったのが、琉球大学と長崎大学と鹿児島大学の大学全体としての平和教育への取り組

みの比較であった。各大学のシラバス等を入手し、比較を行った。琉球大学・長崎大学は大学全

体として意図的に取り組んでおl)、わが鹿児島大学は、大学の理念の中で少し触れてはいるが、

教育として大学全体で取り組んでいるものはなかった。

一年目のまとめの項目は、次のようなものである。

（ア)平和の概念

（イ)長崎大・琉球大・鹿児島大による平和教育への取り組み

（ウ)｢鹿児島の教育」による「平和教育」の実践の変遷と問題点

（エ)附属'|、．代用附属小での平和教育の実践

け)小学校国語科文学作品教材「一つの花」「石うすの歌」の平和教材としての検討

（｢南太平洋海域調査研究報告No.45」鹿児島大学多島圏研究センター）

2006年度、各大学とも離島における平和教育・'王|際理解教育を調査・研究することになった。

鹿児島大学では「奄美大鳥における平和教育・国際理解教育」について取り組むことになった。

大島教育事務所局に依頼し、管内の小学校の99校、「|｣学校58校（含む分校）で、平和教育・国

際理解教育に取り組んでいる学校を調査してもらった。その結果、平和教育の実践校、小学校１

校、中学校３校と|工|際理解教育の推進杖、小学校３校がわかった。次に各実践校宛に資料提供を

依頼し、資料を入手した。資料を判読・検討した上で、聞き取りの必要なことは担当の方に電話

で伺った。

以上が研究の発端と経過である。そこで、本稿では、奄美大島地区の実践を紹介し、離島であ

るがゆえの実践の特色をコメントしたい。さらに、この三年間で抱いた課題について記したい。

（２）国際理解教育

!①奄美市立赤木名小学校の場合

↓
｢￣~----~~~－－~~~~~~~~－－－－－－－－~￣---~~~~~~~￣~￣--~------~~--~~--￣~~~￣~-----~~－－－－~~~~~~~-------￣~------~~~~~~~~~~~~~~~-------~~~~~~~~~~~~~~~~~~￣

｜・１．２年生は2011寺間程度、３～６年４１ﾐは35時間の英語活動を実施し、年間指導計ilHiが詳細Ｉ

｜に作成されている。

｜・英語活動の実施については、奄美市扉用のＡＬＴを活用しながら、学級担任が年間指導計｜

｜画に則って実施できるような体制ができている。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」

赤木名'１､学校では「英語活動年間指導計ｉＨｌｉ（日本語版・英語版)」を作成し、平成17年11月に

研究公開をしている。また平成18年１月には国際交流会を催し、その模様は新聞で報道された。

校長が、県教委で小学校英語・国際理解教育の担当であったということから、実に精綴な実践
がなされている。

離島であるがゆえのハンディキャップは、教育実践の妨げにはならないことの証左を示してい

る。力のある指導者がいればすばらしい実践ができるのである。指導力の中身を分析し、実践力

のある教師養成に結びつけることがわれわれに課せられた使命であろう。
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②知名町立下平川小学校・知名小学校の場合
「-------------------－－－～---------------------------------－－－－－－－－－－－－．－－－---------------－－－.~-.----------------~－－－－－－－－=~-------------------~－－－－－－､

｜・文部科学省委託事業｢新教育システム開発プロジェクト」で遠隔教育システムを活用して’

’５年生が'0時間程度英語活動を実施している。
！___------------------------------------------------------－---------------------------------------------------------------------------------

インターネット回線を介した英語の授業は、離島や山間部などALTが確保できないへき地枝

での遠隔教育方法を開発することが目的である。メディア教育開発センターにいるＡＬＴと子ど

も達はパソコンやプロジェクターの画面に映る双方の映像を見ながら行う「リアルタイム授業」

を実践した。

インターネットと情報機器を活用した遠隔教育は、資料を見る限り、まだ試行段階のようであ

る。しかしながら、画面を通したやりとりという制約はあるにせよ、ハンディを克服するという

点では－方策であろう。

（３）平和教育

①徳之島町立亀津'｣､学校の場合
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一戸一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一~----------------－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■-----------可

｜・６学年は総合的な学習の|時間(われんきゃﾀｲﾑ)において65時間の時間を設定し｢沖縄｜
｜と徳之島と戦争と平和」をテーマに学習を行っている。指導計画も作成してある。
Ｌ-----------－-－－－．＿-------------－－－－－－－－－－－---------------－－－－－－－－－－－－-------------－－－－－－－－－－－－－－-----------－－－－－－－－－＿

その指導言１画は次のようなものである。（除く．留意事項、資料・施設など）

第６学年われんきゃタイムの指導計画

1．単元名「沖縄と徳之島と戦争と平和」

２．実施時期４月～12月

３．単元の目標

・沖縄と徳之島がどのように戦争と関わっていったかについて、自ら課題を見つけて追求

し、解決していくことができる。

・戦争と平和について調べたことや自分の考え等を様々な方法を使って、分かりやすく友

達や先生に伝えることができる。

・戦争と平和について自分なりの考えをもち、平和的な社会を築いていくためには、どう

すればいいか考えることができる。

４．活動の展開（全65時間）

児童の活動（時間）

①戦争に関する映画やビデオ等を見る。（３）

②戦争の体験について話を聞く

）③戦争に対する感想を出し合い、自らの学習テーマを設定する。（４）

④具体的な学習内容や学習方法などについて教師と話し合いながら計画を立てる。

⑤個人・グループに分かれて、調べる計画を立てる。（４）

）⑥話し合った解決法で「徳之島と沖縄の戦争と平和」について調べていく。（取材・見
学など）（36）

⑦調べた内容について、個人・グループでまとめていく。

③まとめたことについて学級で発表会を開く（15）

⑨調べたことをもとに、戦争や平和について自分の考えを整理し、これから平和な社会
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を実現する上で自分にできることを考え、発表する。

⑩達の意見を聞いて、自分の考えを広げる。（３）

児童が発表の資料として作成した新聞の中の項目には次のようなものがある。

944年６月２Ｐみこり （７）上 2のため約460［

っ７型角

担当者の手紙によると、この単元は２学期前半に終了したため、資料をすべて児童に返却した

後で、数名の児童からしか回収できなかったということである。

「沖縄と徳之島と戦争と平和」のテーマでの沖縄と徳之島の関わりは、沖縄へ兵力増強のため

に向かった輸送船や、沖縄に向かった戦艦大和の沈没点が徳之島沖であり、それらの犠牲者を悼

む碑が建立されており、戦争のむごさを思い起こすものであるということにあろう。詳細な実践

記録、特にこの単元の実施前と実施後の変容等を記録したものがあれば、離島における平和教育

の実践として特筆されるものになるのは間違いない。

②宇検村立田検中学校の場合

「￣~－－－￣－－－~￣~－－－－－－－－－－－－－－－－~---~－－－－－－－－－－~－－－－－－－－－－－－~~－－－－－－－１

１.修学旅行に向けての事前学習として、５時間程度総合的な学習の１時間を活用して、原爆や｜

｜浦上天主堂などを調べて「しおI)」づくりをしている。

｜・修学旅行では、被爆体験者講話を聞いた1)、原爆被災地施設見学をしたりしている。

｜・事後の取り組みとして、文化祭での展示や舞台発表を行っている。

｜・美術等の時間を使って「ゲルニカ」巨大絵・模写をし、文化祭で校舎壁画に展示した。’
１－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－--------------－－－－－－－－－－－－－－－－－-------------－－－－－－－－－】

修学旅行における平和学習は３つに分かれている。被爆者体験講話・平和集会・ボランティア

ガイドである。いずれも細かな計画がなされ、修学旅行という機会をとらえた実践の中では群を

抜いたものである。

また、ピカソが戦争の悲惨さを描いたin「ゲルニカ」を「届け！平和へのメッセージ！」とし

て、３年生がその模写を行っている。また文化祭で劇「消えた八月」（森田勝也作）を２年生全

員でやっている。ラストシーンでは夏休み中、身のまわ}〕のお年寄りに第二次世界大戦中のこと

を尋ね、聞いたことをもり込んでいる。さらに劇の感想も生徒に書かせている。劇を見にきた、

じいやぱあが泣いていて、それにまた感動しているという記述もある。

さらに平和作文の実践もある。これは「奄美群島日本復帰・平和作文コンクール」に、田検中

２年生全員が夏休み中の聞き取り作文を中し､に応募したものである。コンクールの目的の中に｢奄

美群島の児童生徒が日本復帰運動と戦争と平和の問題について考える機会となり、奄美人の人の

命を大切にする心情と、先人の偉業を伝承し、平和の烏＝世界の平和を希求する心を育てること
を目的とする｡」とある。機会をとらえて平和学習に取り組む姿勢がうかがえる。
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③徳之島町立亀津中学校の場合
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一１

ｉ・{|参学旅行に向けての事前学習として、総合的な学習の時間（８時間）に長|Ⅱ奇の原爆被害に｜
｜ついて調べ学習や、献呈のための折鶴の制作、音楽の時間（１時間）に「長崎の鐘」「原｜

｜爆を許すまじ」の学習を行っている。

ト修学旅行では､被爆者体験講話を聞いたり､原爆資料館やその他の施設等を見学したりし，
’ている。

｜・事後学習としては､総合的な学習の時間（4時間)、学活（2時間）に自主研修のグルー｜
｜プの報告書をまとめたりし心
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Ｊ

修学旅行を機会にして平禾ﾛ教育を行っている。亀津中学校の場合の平和学習の流れは次のよう

になっているＣ

ｌ・原爆について知り、感想をまとめてみよう。

２．長崎の名所，旧跡を知ろう。

３．自主研修のコースを考えよう。

４．長崎の歌を歌おう。

５．平和を願う千羽鶴を折ろう。

６．原爆の本を読もう。

７．被爆体験講話

８．平和学習の実際

９．ビデオの鑑賞

１０．自主研修の報告書をまとめよう。

いずれも入念な準備がなされ、生徒達が自主的に学習に取り組めるようになっている。

④与論町立与論中学校の場合
「--------------一一-－－－－－－－－－－－－－－－-----------------－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-----------------－－－－－－－－－－－－－－－－－~----------－１

１．２年生では、福岡．長崎へ修学旅行のコースに「長Ⅲ奇原爆資料館」の見学を入れ、平和にＩ
｜ついての学習を深めている。

｜・３年生は、１０月の文化祭で、戦時下における同年代の若者の悩みや葛藤、平和を希求する｜

｜気持ちを表現した「メモリープレイス（平和を求めて)」という劇を行った。取り組みの｜

｜時数は総合的な学習の時間などを使い12時間である。
１－－－＿-------___-------_____---------_____--------______-------____------______-----_____---------____------______－－－－－－___---------」

資料を見る限り、修学旅行での平和教育の内容は他校とほぼ同じである。ただ、３年生の文化

祭でのメモリープレイス～平和を求めて～は圧巻である。その内容は次の通りである。

１～合唱「月桃」（太平洋戦争での悲惨な沖縄戦を描いた映画）「GAMA（ガマ）月桃の花の挿

入歌」

２．劇

３．合唱「心の翼」

４．エイサー

５．劇

６．合唱「その夏を教えて」

７．劇
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８．全員合唱「ケサラ」

この劇に対する保護者の感想から平和学習の成果がうかがえる。

保護者からの感想

・与論の文化・伝統を見つめ'二1分の夢に向かう文化祭だったように思う。３年生の部は涙がでて

きた。

・３年生、戦争の恐ろしさを３人の友情を通して表現できた大変すばらしい作品であった。最上

級生として劇に取Ｉ)組む姿勢も立派でした。先生方のﾎﾟ''1やかな指導の後がうかがえます。

・３年生さすがでした。迫力に満ちた演技で説得力がありました。

この実践でもすぐれた指導者の存在というのが要になっている。

（４）小括

国際理解教育と平和教育は表裏一体の関係である。文化・思想・信条の異なる氏族・国家が異

文化共生を図るためには、お互いの存在を認め合い、双方向のコミュニケーションが図られなけ

ればならないであろう。

奄美大島での国際理解教育はＡｌｊＴを通した英語学習が主である。そして、その実践枝も県本

士とくらべれば数が少ないように思われる。さらにＩＴを使った遠隔授業でＡＬＴを使っているが、

学習者にとっては生身の人間こそが身近な存在であり、学習効果が上がるものと思われる。奄美

大島に居住する外国の方々との交流を通して（英語学習に限らず）異文化共生の国際理解教育が

できよう。

また、平和教育においては田検中学校・与論中学校の実践に見られるように、すぐれた指導者

が必要である。なぜ平和教育が必要であるのか、何をどうすれば児童・生徒に平和を希求するＬ、

が育つのかということを根幹とした取り組みが求められる。

奄美大鳥という地域の事情を反映した次のような戦跡等を平和教育の教材としてリスト化する
ことが肝要な作業となるであろう。

①疎開船で県本土に疎開した人達の回顧談の記録、また魚需攻撃を受けて沈没した疎開船の記
録

②沖縄海上特攻に向かった「大和」等の沈没による犠牲者の記録

③島尾敏男が特攻隊長であった人''１１１魚雷基地（奄美大島ljll計片麻島）の跡

､）アメリカ『ににより空襲を受けた地区の記録

いずれも、そのことが現代に生きる我々にとって平和を考える｣二でどのような意味を持つかを
追求しなければならないことである。

（５）平和教育に関する今後の研究課題

全くゼロからのスタートであった筆背の国際理解教育．Ｌ|評|]教育への取I〕組みは、筆者にとっ
て多大な課題を抱えることになった。

多大な課題を解決すべ〈平成19年度学:内の有志で学長裁趾経費を要求し、大学としての国際理
解教育・平和教育への取1)組みをきちんとしたものにしていくつも|〕である。
最後に抱えた課題について記して稲をとじることにする。

①国際理i解教育・平和教育のデータバンク（記録・指導ﾉJ法．教材．戦跡等）としての機能
②世界各国の平和への取り組みの調査
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③大学のカリキュラムの中での、あるいは新入生を迎える行事の中での平和教育の実践

④，ドイツにおける戦後処理の調査

⑤戦争の論理（開戦の論理）と平和の論理の検討

⑥大学は学内のみならず学外に対して平和の尊さを、いろいろな方法で発信するべきではない

のか
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離島教育の革新（長崎一鹿児島一琉球、三大学連携事業)」により行われたものである。

注

：戦争遺跡保存全国ネットワーク編著「保存版ガイド［|本の戦争遺跡ルド几社２００４Ｐ2３
２『テーマ設定の理由」沖教組八重山支部西表連合分会社会科分科会「第５次西表地区教育研究集会資料「西表の戦争

第１集｣」１９８５

３城間良昭「船浮要塞に関する手記』地域と文化第40,41合併号ひるぎ社１９８７

息筆者（１１１口剛史）は2002～2003年に西表島船浮'１，中学校に勤務

５伊波,山本２００６ＰｌＯＯ

箇同Ｐ１０１

？防衛庁防衛研修所戦史室署「戦史叢書沖縄方面陸軍作戦」朝雲新聞社ｌ９６８Ｐ１４

圏前掲Pl5-l6

1)JACAR（アジア歴史資料センター）RefCOlOO5狸9600（第１、i像目)、軍事機密大日記、昭和11.3「陸機密大日記第
１IIIl2/2」（防衛庁防衛研究所）

１０文字が潰れており判読できないため○○○○とした。

l1JACAR（アジア歴史資料センター）RefCOlOO5449600（第11画像月)、軍事機密大日記、昭和11.3「陸機密大日記第
１冊2/2」（防衛庁防衛研究所）

烟沖縄県総務部総務課「|Ｈ日本軍接収地調査報告書」沖縄県l978P215
m竹富町史編集室『竹富町史資料集①鉄田義司日記一船浮要塞重砲兵連隊の軌跡一」竹富町役場２０００Ｐ７
Ｉ１大山南「対馬近代防衛史小考」「対馬の自然と文化第16集』P333
I5大山・前掲P336

l`長崎県教育委員会「長崎県の近代化遺産一長崎県近代化遺産総合調査報告書一j1998P159-P162
:７「対馬要塞重砲兵連隊会「対馬要塞重砲兵連隊史壱岐要塞重砲兵連隊史j1995P47」を元に作成。
脇前掲・長崎県教育委員会P161-Pl62

I，砲台の砲種・門数、部隊名・兵力数は、主として、対馬要塞蓮砲兵連隊会『対馬要塞重砲兵連隊史』に拠った。以降
の各砲台についても同様である。

皿前掲・沖教組八重山支部西表連合分会社会科分科会１９８５
幻全炳徳、出口安則｢WebGIS上に展開する教育ツール『携帯｡cマッピング｣｣日本科学教育学会研究会研究報告VbL19，
No1P57-622004年10月

蝉ByungdugJUN,SangsooLcc,TtlkashiFUjikiandYUsukeMoriIa：ACaseStudyofWebGISmechnologyfOrDistimceLcaming
betwecnKorcaandJapan,JoumalofChongqingUniversityofPostsdndme]ccommunications､NaturalScienceVb]」６．Ｎ0.5,ｐｐ．
23-27,October,2004．

識http:"www､geocities・cojp/SiliconVallcy-SanJosc/5286/koremo､hlm
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瓢木下英里子「CIS℃RASS”をlllいた１１１地里山有効利111に資する解析」憧崎大学環境科学部卒業論文２００７（平成19）
年度提出

Z5iIl1繩県与那国町「９．那国・自立へのビジョン：自立・'1|治・共生～アジアと結ぶ国境の鳥YONAGUNIj報告香、２００５
年３月。

郷2006年７月２～３「Ｉ与那国町（与り|;国小学校、与那1五''１'学校、比川小学校、八部良Ｌｌ１学校、久部良小学校、教育委
員会、町史編纂室）平和教育・国境交流教育聞き取I)調炎、複式学級授業視察、戦争遺跡調査、戦争証言調査、２００６

年８１１２９－３０日ilii表小中学校との戦争過跡合同調査、２０()6年12月７－９１１対馬市（対馬i闘校、今里中学校、小網
′I､学校、教育委員会)、授業視察ならびに国際理解教育'111き収I)調査、iiil6争過跡調査本論文は、上記調査に基づいて

お})、本文における学校や教育委員会における取}〕組みの状況は乱雑なり'１１１を避けるため省略する。

”１１１１細県立埋蔵文化センター「ｉｉｌ１繩県戦争遺跡詳細分布調盗（Ⅵ）一八重lll諸島iWii-」沖縄県立埋蔵文化センター、２００６
Krを参照せよ。

跡米城忠氏の編纂によるものとして、与那'五|町史別巻１（記録写真集）『与那国一沈黙の怒祷．どうなんの100年」与那
国町1997年、Ｐ166～P176.糸瀬博氏のllUわるものとして、対馬要塞重砲兵連隊会『対馬要塞亜砲兵達隊史」1995年、
対ｌ１１ｊ重砲兵連隊会「守1〕の思い出」2001年等の資料がある。

2,櫛造改革特区に関する詳細は内閣府のサイトｈｔ[p:"wwwkan【ci・gojpjip/singi/kouzou2/に詳しい。
3(iグレン.Ｄ・フック「グローバル化・地域化への応答一ｉＩｌ１繩県および'７.那図'１１]､の場合一」古城利明編「リージョンの
時代と島の自治ル１１央大学出版部2006年３月Ｐ93～P123

璽佐道Iﾘ]広「東アジアにおける新しい「地域主義」の誕附iとその意味一「与那国・国境交流特区榊想」を事例として－」
「アリーナ」第３号、Ilj部大学国際人'１１１学研究所、2006ｆＭ１ｊＰ６９～P81.

32明治期の日清の外交｣zの重要問題であった琉球の帰属問題と亡命琉球人にllUしては、西里魯行氏の一連の研究に負う。
たとえば西里喜行「ii1i末中流日関係史の{i)｢究」京都大学llI版会、2005年を参照せよ。

卸例えば、毎日新聞2006年８月11日東京朝刊「につぼんに思う：／１１１]轍の「海道」対馬深まる交流に反感」
において、国境交流で訪れた韓国からの訪問団に対する抗議のために集まった日本本土からの団体の事例が報牌さｵし

ている。また､対馬における調査では､その際に受け入れ側の対馬教育関係者が非常に戸惑った話を聞くことができた。
剛対｣Mjilj教育委員会学校教育課（編）「|j総交流教育促進ﾘﾄﾞ業」（報告資料）

塀「平成１８年度対馬TlI立今里Ill学校学校要覧」Ｐ５

３６対,11j市立今里中学校（iliiij）「韓|玉1只沙'１j学校との国際交流iiJi動報告」（報告盗料）

３７長崎県立対馬高等学校（編）「＜高校生の離島留学制腱＞国際文化交流コースだよI〕」第１号（平成18年５月11日)，
「あんにょん！～国際文化交流コースだよI)～」第２号（平成18年711201]）～第３号（平成18年９月29日)，「長崎
県立対馬高等学校国際文化交流コース（定員20名程度）についての資料」（報告資料）

齢『平成18年度長崎ⅡｉＬ立対馬高等学校学校要覧jP2-5，Ｐ35,P50-53

3g長Illiii新聞ＷＥＢＮＥＷＳ（http:"www､nugasaki-npcojp/kiii/2()[〕6]220/12,shtml）
'['（)越llk-「｢朝鮮ｲｨﾘﾄ」と対馬期待ざｵしる141治体の平ｆｌ１ﾉ｣」『ながさき[Ll愉研」４１号２００２Ｐ４０
１１前掲・対馬市教育委興会学校教育課盗科

イミ前掲・対馬市教育委只会学校教育課資料

４３前掲，対馬市立今』１１１１１学校資料

“つしま百科編集委員会（編）『つしま面科第10版」２００５P314-315

ｲ5大脇教育事務所管内は県費雇用が５緒、市I1U村雇11)６満のAljTがいて'１１鵜はアメリカ・イギリス・ジャマイカ・
ニュージーランドである。
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